
lS201 大気焔争中旬e濃度変動の場泰

(放毘冴) 0向却益子，荷主P史観p幸橡

経-g ~2!ï巨敢射化惨ナ論会I\: j?'" 1 1 .干業1-:::'ぁ、iする犬気考塾在中クBe濃えの a担の変

動 1-:::' フぃ τ ‘長期ω 3~1j完成果を務表 L た。
f爆の~Iヨルょが日本のふ地τ羽倉Eすれ î f，lる大気中ヴ Be穣庄の月毎の安街lこっ υ 7/éÌ‘

大誌の大規模な運動ヵ、ら、会合まかな説f;I!1ψずな1rt"7l1る。より短がμ時間の者僻伐行っ

た時l亡見られる長期的、知期的危紛糾亡対 L、ピ'のようなl酒手が閥与Lτ IIμ、を、気象

章素などにつμτ ‘施括fJ91(j号察Lた。

き塾 大気中 '1Be e壊危'量生fJ lご長歩合官き及ぼす~~えられる主な急象~素すなわち気団、
森永昔、風宮どiこっ ~11 、犬気中'7 Be@帯魚どの関係を調べ・'た。気圏 iごついマ ICÌ I ヲ時の

地」二天気図左}有υ.12%老の天気l習型iごよヲ 7ゐ要員事れたもの左イ愛用 Lた。す右わち(1) H1 

( i通島東俗号2・2に型)、 μ) H2 (移動性畠気/王型)、 (3) 片付じ島聖)、(4-) H4(南島北

イ合型、夏型)、(め HS'(移動性為訴えの後届)、 (6) L:[{ 13本渇佑免fl-トケ，) L2 (本州

維丘の俗気s:.)、 (8) L3 (木叶南沖のf色気判‘ (1) 九(a本海を高下す否前線).dゆ
ら(本サ制声tt通過昨の前線)、仰乃(本州南沖t，停帯する前線)、 (12) T (本?刊の南
沖の官 I~) ('・J1;る。得水官は臼降水量(制剖)、胤lごつれてiま1f:} Iご品、ける手均的な綱向坊、

よ6・最大風還し(叫ん乙 j の値き!着いた。日降水骨身よび風に関するず-71付業測候所-(

の観測偉を従|租 L1ヒ。対象矧閣はlq80年l1sよゲ lCf81年10月ま τ"CJ')1年間τあふ

結集為、よグ埠察 結来のー却告示す。千葉iご布、げる犬気浮甥4豊中クBe日魂友 k完回ヰJ

ザ降水量どの朋保左 F~ff.l L~示す。
大気浮盆主主中 7eεθ場j長ヒ気i到の関係を芳葬与してみると、場託持fJlqtごlま大気税扱lf'78eθ

穂J亀のあい日 lま，~史、本V~ 争しその争(は Hz型に犬ぎイ依存 L 711るごとがめかる。と

れま 1"対表属 I~ 忠、ける大気 tf 7 Be環危ぁょ。-核少梨宝成物の場ftt三あ"1~呑のピーケは・
多り主同ぎオt.冬から本iミ昔、けτ成脅l握。、ら対和語べ‘ジェ、γ 卜条元により、風耳晶な通

L・7‘それら勿移行がるめられるミ kτ'官邸s:Jれ1~，る。 L 昔、 L it 半王手!の中韓息地帯~:，{Ji
置lτ いる日本7υは、特1:7 {3eの場やl亡£、いては‘本乞ほ l''j司壊危レベソレの秋のピー 7を

見2h手之とがτ'ぎる。 Fヤ.1Iご昆られるように‘本ど秋のピー 7ぽHj'空iご依存 L"7 t I ~ヱ
どから、 i与のピー 7はシェ 'Y~気九九のみならず品型の気回の主力家を務虞 L 1.1くてはならな

れ五.ラ示。他方犬気中"l3e日穆友のイ自tI e t謀、季節句iごはネ、夏iご多く‘守の夫部少が'Hl

型‘比重l、Lt"，L3官、 F型ずみるとどが示きれ 7[.1.る。

大気中明日建設ヒ降水量の腕争左前例~.大気紘争中 7Be搬の場令i立、降雨
日‘降荷役のか果~ ~ t~長 t I期局き芳之 7みτる.京f!tTgな関係はみられreIt IようにFE-九
三川也』ごも、雑何回チiごつい?‘チち森Llみた。

tだ持~~N:I誌、夫教3鱗)jtf 7 Be~農，tの θ ，$:..1主丘』ご名、ける電動 l立、局地的な因子t: よるよ
りは大fな気象的なバターン1:ょっ 7支配きれτt1るるのと孟えそタマ・ある。

あべ、み歩三・あべ、しろう・ゆきみウ歩
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lS202 筑i及川、 )1~ 犬気・開中のト')ウムl司i鈴{(つ()て

(気号制曳fウ) 杉村千角。メJ積勝乙

1~ 事L犬気浮痘定中内トリウムめY紋 It/羽 L て rj イ伐 1代芸放射ィι分村~z、 ItJ"，て刻
安士れて¥>3だけで 天気降水 I宇のトリワム用地地内法友I í.. つけて I~ ， ('Jとんと報t例
かか〉。 このよう I'L， トリウムl司イ主体の切沼むの右手動1:1， I"Jとんと・長官 5:hl.)J7jI)める可

現状でめj. 弘吹き J-;r， 1気.I~é.1Lじての伶管輪、&γ壌と L て 来す，キ J"v物耐えIC J)・ I)~
トリウムj司法惜の降下圭 丸'j"U地表大気手益基中めトリウ白河i主体操友の却J主主行，え

ので'穀苦す~.
玲q<ま式tサは.マb喝/がの採;)'く鬼-t，J司1)， 1すTJ/;J-'の/士降水芝まとめて採及Lι ー在

地上イず吃句犬気i幸広;A¥IJ，ハイポリムームサムフoヲー(iえを :/()oo.iωーつを l司リ アラ

ズプ7イ/¥'-51$.氏(GB・/仰にJとl't.t.前足l1i.. o 降水℃犬長浮遊注視跡?の採取虫色';fyrd./的

年3円母で'1<1， ~t. ( ~も i可奇) ， /デ~O年4月以魚弓 À11f1，先折の衿ii lCイヂ 1) ，筑波で.~~ . 
おル，犬気浮遊おかt''Lつけて1;1:. I例年 4 刷、弓同 'L~、 lすて卑上 (.3 o.N. }q..7.E) 

pも採夜l1L
トリウんの47析1'()司川堤降水拭粁は.悦め 1<::JJ12~義完敢 I~ さゼ-ft.伺ち久究発法lヨ， 6 

"，，y( 1:" 均w.路没I[ 力tJ~~著I待L 花。役者}世話 11:よ') .トソ Iうム E勺ιηt可/五えま円47続
l 1dt._， 5史魚1'Jd'向".(t-'{勧~J波1::海解さゼ干しイソ 7"11 t:Pルエ〆"'1/レを呼り.，事~拍fi!，
~t I之J:-~~左ヒリのト)1t. 71~担芝草若草毛I!Jft，. 8' "'dU:~ ~有i暖L毒i免Il_網干土佐.玲叫ん友
挽4針路(Dol1l.何 !XZ.)Ii..、トりウムをTJ}_)己主ぜIt.0 't m~ i通風語、投む.ト 1)Iう ~~ì窓駒 l Ir. 

-1t. ト、1ウム品Jj;JJ N__  

工タ) _ 1/" _ 2 ..，，tt. .!: f." 

場理主t之ot I )t者iaL2と そ20

ヒか L‘吉弘誌と時 315 
j看t1c. 

犬きどd鑑定守のト
りう仏今持者TI't_I立.

)今 1司1旬の制;朴日

的

包 10
ω 
℃ 

5 .c 
トー 。

ヒめて明 1) tr...短気 2Uコ

壱じ豹104げに相 骨0.4

ぎする.)大抵活些是 103 
絡すはれμ 対 c 0.2 

Eを持活~，式'Jv'志可愛 戸1l
w餌l1f-後 (]""I V i 

論理主持政JLi婦層し

1978 寸一一一1979

Pまイ究〉友援樹脂ま ItJ ，. 1ζをし降水中のトリウム砂乞

すぎ';Lちゅ ~Jぅ、タひ3 t!_:bつろi
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t通IIft.玲ィオシお変指摘 J[岐毛 ιたトリウム l手 q .....，1(' t孟車産熔i負Lで海経L11...トリ

ウム惜タは鉄扱と lζJ説 l-rdt_， ot司 i&i助手憾，"(_'.;杏ト')ウ向月11(.ヰ司令是正経

LKo 

的広・よか・執iflJ'c: d>‘寸3，大え降水中のよ')f-; L，-232. ~絞の桝なとliJI ([刊。
車掌 IZゐ(7'3ト J)ウA.23之今年l司降下警は、 /17J年九%〆imY'， /1'11年I'C. /.26 P! 1rÍ~ 
J，/幼年 If... II~ rJ J>i~y'" ( I fJiO 年 1'J素意後E 究象台採取~析を巧りに)むあ;J tto鮪

ぬで は /幼年の年l師降下室 v......S'/ r~ w?~'7'-1 ~'.蒙求め約手伝 r- め 3ζ どかあず勺た.
降水中のトリウ ~.230とトリウム 232 0)放射能比は，耳 l tJ η 耳均値ヒして • 0，9へ 1，3であ

，1i. -~.降イ付のトリウ向吋とトリウ ~2j之め放射首位りキl肝均笹怯え.tん
2.7でリ. トリウム2.236月. ~‘旬、) ~渥争Ilc 市ラて、)~之どかあがヲ1ë。

夫~命的トリウム 232 の平均成友1~. ノタガ年 l~. (/)1ノぷ均" "，，3 I /幼年 1'[.‘ 0，eJ1111 Jn-s 

11JI年1¥:‘ α1/ng Jñ~む $;J 亡とヤわ b、ヲ花.太え中のトリウ~ 2.30 と川ウ~2.3ユの放

射'kttの年平均値1-;' I . / "'-/. ..tτ‘あ?克.手九大気中のトリウ'-l22.8'とトリウム之J之

の放射駐比の拝平均値は.:2，タんa，b "[.-.玲~'(ヒ l司抵‘ トリウムv.8か.:d、有 1)1皇制I'L.荷

，ttJJ ¥:ヒケあかつ I，-.

大長十のト')IJムヒ 均水寸のトリウムとの}釘婦之明ラA、，[す 3ため. トリウムの中旬

玲下電ヒ・大空L咋のトリウいの河l句ヰ均t東京乏ア口、ソトじたと L 3，皇、JL'め相l司十耳金
する乙℃かわぢク花.

大気中むのトリウムの挙動~，更It 明らか lζ わ克の・大気:2遊忠之教イ羽小℃タ友L.
J各秘主1<:/告す点3トリ 1う4J司佐体波定左京めも大特電車患の教信JCl.々 μ同 .1-:2.1:.， 1<1，...， 

d'f'同 I d' "l. J.~仰ノ 3・ ~.....λ4畑 Jμμ 以下の !s-fY毒1[あけた。ノ1d'l1f /，)]1に採
取L 1f. 大気7雪道産斜粁I~ つ lJ ての骨折折菓 E 図.2. lt:示ヲ。刊とまの 大気守のトリウ Q

2;2.>，農友は. 8~p~;'3 むあ 3te m p 120 

丈託守の}-'J rフA.23之時.:.ti危 :JU 1-一一一寸 | 

の大空白布令に主 IてA在 L，@ I '  ̂l:  1 I 
2 I~ 示:t:tt.て 1) Jように.〆全体 ~. 4U[ I r-一一一 j15 r 

のトリウ.q.23..2. q 特別¥初主 _E ~ _ I I I I と
18円以とめ大束手'<':税目。 E JU| : i l1ot 
-~，卜') Iうい:Jdヒトリウ てml ; H | l E 

ムZ況の放射能ttゅ，耗免かr ζ L U I . . 1.， • III r一-' I 
川以上の大最初供向13W51n 己~ IV I i 5 N 

1 'C"あきか.純信州、すく市~ N'  '"' I と士三一一「

に従ヲ Z放射能比11大まく市ソ | 」

1. "μ間以下の))教与で I"'d..Jqと o 1 5 10 50 0 

¥1う， Cト値比布フマし Particle size， μm  

国之 久気中町ト')Iヲム阿佐骨内括性初ヰ
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lS203 地下水守のヲドジ含考量受動

〈鞠司丈建)O?隊長エー入tv. ~長各"1 闇考・菅沼英夫・も悶澗見・
山田聖典・大越安・中村恭十・ tu<奇械・計B炉支

1.錯主 地震誕生Lこ陶すきダイヲタンシー，乏デ、ル l二よ牝 lぎ〉土也下妻動 I~伴な
い地下水のラドン含有官!こ斐掛が息られる.兎在，東海地方と <(1こ静岡県に 1;)::大t!模出震

発生め可能↑':EJJ¥'大きいの"7.'，谷方あからの調査・巧'tl:ji'行われマい品. このため j 静岡県

!とポ 1，d地下水(主主して荒井戸)左対象どしマラドン含有告さ刻定し，地震1と吋す占有

感千戸在鬼出しマラドン含有壱在勤志常時観刻す占ニと lま1也君子主PIユ[却しす宮急がちを警

な主義、さ tづ・ すず‘ Iこニ，三の機陶 1>.よリ色イカ革捌介、nわ*'-7 ¥Aふが，ヂ、-9 "J ~tケ Iこ多
く《国韓請:青島去されも、忌.あれわれは可能主 r~ リ多くの年む則定点ずのヂーヲ I ~ ~ ;t .そ

のー脊要勧五拡.i-)~めの基ゑ是キ集計き什 ~O空宇以来向也 L ， 2~O地点のラドン令市宮主測定
し・で(工門葉妨害t(~ 上 b)， i呆尚也下水の栂Blt のろドン含滑告す存志報告した (1Q 'ð 1 年度 B 本
地球~tf手全~全).そめ結果，全試料勾平均ラドン合事量 b して 3. .24X tO-10Ci/L þ~件られ，
全試料の 60%j)~' (1-5) X lD ":'06:，んの範囲 I~ 晶、長 a 地域す存丹時数~ Lτlh 缶高}色の傾

向{岳南(ο.'73)，日b伊豆α‘O!J，静靖(4-.0ザ，中車合.ヮ2)， d& J!.C7.・2ゆ)(lo"'b'/L)h¥見られ p そ")1，最由主

してラドンの究1主的なi芙鎗窺ず為 a基盤岩沼のゑ(責主plh益基世岩沼ずラジ‘ウム含有量ノ1"
B幸?はほとんど'堆持骨)ct' 1が庫Lit.生民拘(土塊)の料在の蒐(京都1;1;tt. e..G e'落鬼そ司込めJ

るも?は堤得力:必五色)"~よる t の b 考走~ t~. 
そこで y 静岡丈苧構内環守 FI~ ついマは 1<1'80 茸 12ij 此降毎 B 1 自のi島銑瑚定~)ま良県
的60 薗什 1::. づいけげ~ 2. -3'rtJご‘と併培地士宅11撞片 1こつい "ll埼司)I之官制球取志

~T ゥマ弓ドン含有量愛者カのバター γ さ調ペヨこどとした. pH，電皐)f，;魯存般告をJ 水?盆

企ぜの(りし cr.8に I~.γ￡ょがM手ザ今含布一主主併せマ刻定した.
今回 1ま y 挽在まずに静杵でき h 量動)~ターン η 呼;教についマ概略き報告す J.
2.試料水 静培地域(11苗附，事士山間iIl..((;))， iJJ伊豆 (U)ノ大井"1流此・牧市

屍8地 (1ユ)

中蓮(<t)，九 (8) ill旦 ;[F 
どつい てJ 定常

的渇水(Lかtよ

~1遣のよう 1: i. 
法 J~ 9ーン(=-~ 

ラが少在〈マ比

較的場米をめ争

¥Atゆきしてい

きtのを可官包を

P艮リ i謹んだ.

〈叱図今思)

(10o.l
OCi//.J) - 1¥ ・.il!I(日~土)平均

9r メ~ p，) ¥ __ . 0月平均

!:??[;JZ五ii山」
地下水めラドン含有量遠鏡測定(静岡大号措肉漂井 j:>)

l志fミあ いつはぢろう・ l玉ながわ く{乙ひと・すが‘ねま ひずが・よし名、か lAう之・や

-~ ;j;'か きょの 1) ・石五こし み勾~ . T~ がるうきょう乙・みや f をま三ーど.;_えぢか:( }J'‘ 
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観測井内在地

L~ ~~ hl t!e I 

阪勿省筋第三系|⑥ '1 > R~ .õ!. 3 

際対台第三系 I~ 良川

111111111111111'1111中生界|

皇室ヨ

機議紅竺出

撃重量竺出

3.結果正よぴ秀索

測定期陶がf互い色め I~ 1 来史

的存続識さliGベ与ニとはずきな

かヲた，今役引きゥづ全判定さ

行辛うこぞ(~よ y 有崖守 jコき昆
!t可こ詮とした¥1¥，

↑)静岡大学楊内~t守 P 氷 L2. つ
い T の結果は図示し民と正リ y

J急今と宮今 l乙11、ト、 i直S元 L1 

鳴をとの陶 1:.相南があ hょう 1:C

思われ~ . ニ的慢のヂ-9t'L

71tケ〈と t~平均値純恵偽期
向の{直を問、、 d，/ t-jJごみるよう

ずあ詰.

ユ) 嵯向島地 1:勺けマ11)i1-tの

うぢ， 今〈と毛1T~ご‘ーの制定
ε~T、巨静清地域のチー?を函
存した.ラドン宮市をき紛の範

聞の{t~ ¥.¥待井が見去をれ，こ

れら 1ユフいーE剥免さ ~~'t きニー
がぜ主しいヒ J!-l.~.

ー
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lS204 夫15水中 σ1ポロニヴム σ1定量

(静大理) .:~_g5'江 一)¥_部・官三召英長・ o丈走主実・ 3霊E 有隆

1，緒言

近年行7言われて V\ るt~下水中 σ1 ヲドジによる:re震予知に現差して、 7日ロニワムの定量(;l
2を σ\穂核檀て~るヲドンの豆遠足量去( 2叩。)~こしてを程表、ザホる.本研究之内((;:‘ ïlマロニ
勺ム 0¥分離・定善三去としてジイケヲン錯峰室岡 l¥t:::..;思蝶抽広三去左遭閉し、 I白血条件n検討艮

ひご〉ιンプヲンフィ jレヲー玄聞いた試折れ前三豊4謡玄行7云った.

2，実験

( 2-1 )ポ口二ワムの才白血E去畠可ヲナジコ錯体 [ClA(HDz)~J -四I昌弘常意識惑によるPO
m抽忠条件乏弐定ぢ gt-:..~ に‘ 21

0

pO 1Iトレーサー乙し Z 用u 、 Fi~V1 にëF"け ~J辰乙う酷聞

、 HN0319. (jCぱHDz)z-cce4-::畳程玄意イι;!-e_:-拍広幸

玄三島定しt。
( 2-2)前三寵締法 メンブヲジフィ lしヲ」による的

意縄0¥モヂlレ要膜乙し之水道水に来加し1三九仇回収竿

に対亨る宝虫仇 pH、Fe3+来加昔、市量時間oi誓う響左

網代色。をの操作玄下;::1，-2 に~ぢ.
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Fig，-2 Preconcentr口tion Procedure 

3、名古臭直ぴ考察

( 3-1 ) PO σ1抽良署イキ (i)1辰とう時間:今z'!辰とつし Z襲馬安吉行怠っ t。迭の桔畏qo

d官ケ上人，Lt匿とうぢ才t.!ぎ， q3%上人工小抽仕え華ザ得られ色。(F;~，-3) Cii) HN03君主t: iE.抽虫豆

び謹抽弘"Z行合L¥、面nO¥場合とセ0‘マNz・最高1σ¥抽虫奪茎示し七.ま色 2 N上よ工に色 Q

L GIA(HDz) 2 ザ分時され Z しまっ1:.oi¥!!色弘幸ザ誠ケコ吉否。 CF，'d・-4)(iii)CLA(H l) z)~:.寵震:

章震lこ5っ-z:11包広幸(;}万台ど蛮イt:.t!:ず、 2メ lσ1'vY\t:'\/~上人工 Z"1えればヤウテざホる. (Fi'd・-5)

civ)桁害金忌 :(0.) Pb 、 B~ la IOl'v¥dO¥添加百七桁害怠し、 Cbl共事c:-tイオンは6oPF'阿に危苔乙

(d: 1三えれつはちろう，言力。ぬまひτ(3)， .示、ホ‘こし丸小る・わた念「くまざた力、
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柏署、 (C)Ad‘
HdId:錯イ志ザ守臣告1e1Y:¥柏署、 (d)時弘幸町ザ奉在すると::0今、7ンザ分栴さ札る.

( 3・2) PoO¥前章縄 (i) P Hσ吊う響 Fe3
+玄三余力rrtt-i (二 pHElj左官イじさせた培台、

lてづ、ソキザ大さく、 回収空聾争尉[協a; pH に始苫乙ど2ゴ、依志色すず‘に詰求ιZ差重オ点丈中に吉王ま安九るf俄枚粧~手に士きく f畢車署恥ち

警さ芳れL否と考:tS丸否.向検O仇¥事妻き鵠畏験積主総オ米仁Z

仇畢串予響ヨ丞主更 5九志サフ千七三. (ii) Fe計来加量σ滑り響:味ぬようばん [feN¥-¥4(S04)2'12H:>.O] 

玄水意識とし Z、ま色 1N H. N03懇意として試聴しちザ HN03;事兎G情ザ;F~に時鼠ザ

ずガるず、バヲサキは小さすっ t. 恭力B量ザ2‘ O W\~ に怠る乙回収幸ザボザする 0\ 1;:) 、 Fe:+
σ¥抽虫ハO¥if.肯暑と芳元 5札、地仕立前ににド、ロキシ lしγミンて量売すると食ぃ回収努力"揖弓

九色. (Fï~・ -6) (iii)有k置暗闇; 0 '" 2時閉まぢ令交霊暗闇玄宮元之作7きった結果、 1!l号聞左

過ぎ否 Zこ回収書~if:員ザしt:..こ抗降、1>0 0")器壁ハ σ\ ロ民意によ 9 乙事Z られる. (下i~ ， -マ〉

九含有毒〈絶t.:t値')0¥史定三去につれZは只今検討中-z歩、る.
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lS205 才一']0シパイ YJレ去による叱表面よりのラドレ放念室とその

季静的変動Kフいて

琢内公手〈帯主丈理 部材集丈王〈筑ぅ長丈R工〉、五#t乙ム梨医太RD
田中事土地、牧康符〈神工試〉村止ゴ守紹量〈北里大脅生〉

うシ今しータト jレエシ芳来く ~0 1X12.)左刻史}'\イア Jレに入れ、格志ヒったままラドン雰
歯気中K放童寸る kラドンdぅ事.t~ eL' 0 これ正予定体シシ今レーうョン均台シター主用いた
頑ゐ説教法i之 á~ と 5 ベ 10 -1'3α/.2.のラドンが測定ずき才一ブシパイ了ル法ヒよんでい
る(~枇んぬu 投翁中〉。検史されたラジ台ムの一定量左用~\ヲドン正発生さrせた
窓関糸、ウラシ鉱山の主最孟入1hK~開条、りわ主主山広どにおい 7実検k h (tH¥C.V 
マ%以下?再効性よく定量ずぎた。
図に示したように丞10州、衆さ 35ωくらけの穴を都内ユヶ5'frI(瑳り、ニ机1'(オ-'f

シパイ了Jレ孟房、則と L75日間荻置し氏。 Eユ年6月10日よ 95':::ト年3Fa11 Bまず之lヶ
月間にわたリ測定正継続した。岡崎lくえ丘、気;1.，~純愛も求めた。時には鴎収のおくれ
3場ふや雨砲巨のため‘ヰ<31揚げた場合もあるが、ノミイアjしがb薫;老寸るト lし工シ3軽乗
伎は触し7乙仰/特μτ榊した。
とれらのデータ仏 〉スのように処理Lて高まフーリヱ麦撲孟bこrJL) 、ラドン環友

〈乙p似/d.a'J)ヒ気丘、気弟、降雨量の粗互相関左去めた。け) 1 ・回O)~lj定く i デーの

i'ig. 1 Open vial工na 
test. hole 

期間l5ap司とする。 l実験の薪怠によリ、これよ

リ長い場怠も短い場会もあったが、11Jえは6B聞
の捜u定値kA、っき‘.の 4E聞の3員側直左Bι寸る

k、!JU'めのイ亘!s:.A、つぎ、のイ直左(A十4B)/S-と
し、寸なわち測定値lj刻定期間中い ?C'ι向一色

左7付kいう仮定である。 ζロ)2の乗歌俸のず
ータ教が~、専なため 2 7= 128点、(約ヱ|ヶ見〉左
南 l¥(( 0 (ノ，)気正、気通は日平均値の5日間的

平均左マの期間仇利手当亘とした。またラドシブ農友
気豆、気量、降雨量などi手前回f曇るため、計算

のlμ専L、こぬ期間内|ミ得られた各デー?の最高
値 k最;¥v色左差仏¥ この間AlDo等ふし 7同一フルスケールiミデータ左有 3え7知事量し

犬。 rJ..Lの刻午で符られkイ:lk7仰いたものが図ょで‘ラドシ?農煮く乙仰/da~) 、気
J;i.く札b)、気ゴ主いc)の長1t，k~ L 7いる。これらぬ色左コ:>.16

0

ュータに入点フーリエ
変換孟おこ日い、フゲのよフTよ結果左得T-cQ 

ζI )ラドシ表J}_~気圧切開糸
隣自lく時聞く日〉、縦軸lこ相亘相関係数訴した。時間o[.相球日開鰍的一叫τい

ある乙乞から、同7s仇聞には主主目関がある二とがわかった。組合、百気五変動があるが約
360民的大ぎな珂矧iミレたがっ守いる@ノいざな変動はラシ夕、ム(こ規れているが 10臼 ~

96 



15E 周期の季釣愛勅に相互組関左も?てい~=とがうかがえる。 しかも時間00往霊?

戎形の谷めぽーク主元すとヒがb‘ラド〉去最友k気互の変動との問には時間おくれのfJい

ことがわかる。

り〉ヲドシヌ震.~~気2昆切関係
くI) 0¥;節外ちぶうど半周期寸ら Lによフf"J三夜干渉主示した。時間07'粗互湘関保か約

十O.ョ5a:赤寸=ヒから、 l有志の聞には正組問主もつこ乞がわがった。曳M:tjもお主同じa

主う I~約 360日の用期左も引年間の安事力主よく表わ l マいる。しがい 1 )ヒ実はる患、
ld:細かい変動があまリみちれほいと~ ~約 ~o 自のおくれがある二ヒである。言 L\ 愛小 tま‘'
気ヨ色合1工bずる約 50 臼煎にラドシ濃度b\~-7 J之遺す 3乞いえる。=の場最は興味わみ争
更でわるゐ
フぎ‘に気圧k 気対~~の相亙粗問主 k フてみるとタ08 へ 606 おくれの単組関左禾寸。こ

のこヒから気7i-仇安動に約之ヶ月おくれ7気講の変動が・合とる。有れゆえ姥中ラド、ン殺友

l志気正競切に jミきく影考号される ~jれれは‘L制現象のま御船フく。気JAの女香川影響lJ.
気五の矧M て々グω 。

ι3) ラド〉環友k降雨量~0)附糸
測定期間中 5仇令むよ大主の降雨量kラド〉

?畏友kOlf矧糸k調ぺkb¥:相同lよhら臥な

い。 Lかt東jZにおける降雨量左 loFl̂' 
3 月 ~4月~明の 2~4ト L でみると
夏季のすが冬今よりよい相関正示すよク
で、あるが、回滞在稗孟求めるほどのイ頃向
日していないため制知里は1'1わなか
った。ずらに降雨の影響詩同I\'~ に lá.:t..
殺のl性.~~含熔百ども機れていく~る
靖子があい 。
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60 

h
ω
甘
¥
ベ
F
Z
5
0
0

。|-06
J A S 0 耳 DJ?t.1A~{JJλSO~DJFMÅ

1977 1978 1979 
一一 「

o 100 200 300 斗00 500 day 

Fig・， Coefficient of cross-correla七ionbe七iIIeenCQun乞土ng

value and atmospロerie;pressure( n， ，and be七ween coun ting 
'1alue and air temperature(2) 

?ig.2 Varia乞ユonof air temperature， a~~~sçherエ c
222 

~ressure and ，-，.L...Sn concentra乞:.on

L~ 、じ、 17' ，T二j:し、にはかD、)..j.エJ、いしい

ゆ~h' 

97 

l手リうら きみと、あきば.

手手や寸ゆ号、るらtJ、内



lS206 ト 1し工 J拙単一議体ンゴチレ t プョンb ヴンタ-~去によ d 水ずト
ロン定量~~関 9 ~研究

(者P_:It大・建)0平沢肇、厳内公手、十忠弘道

(北E久・衛生〉対よ倣雄
(緒言)又~放射粧危案タドン IJ ト lしメン馨の4~桂j位属機率媒によく窓 lJ ~.くのiま貨を

利用し 1・ JK中に告ま 1¥(Jウフン・クブクム系列の此Rhの定量|二 mRnをト 11.-エン粗へ護嫡

拍車し淑体シンチレ'ショ j iJ ウンタ-~こよ? 1放射能主測定r~方法f刑け's ~í いグ!
本実、験で(1，半減期がおJ秒ζ非常に知A、いトリウム条到の11.0RI1( )，')..._犠トロン)[:つい 7
同原点方法主聞い 1定量f~場合の定量条付につい 1~費約した。ふ安較で目、 Fì~.II~ ゑす
壊変i.列1"， 

lI)放射平衡にめ 0 トロン fωPO の 2A者穫の抵畠能主測史し 7 定量 j~ 迫 :t
ωトロン ζ叫 POが此fbIこ吃~に稜愛し 1 jJ' ら、 212 Pb Jt 下が叔射手衡に i乏した後イの斑釘 ~t
ま測定l.1定量 f~方法
このエつの定量方法Lこっし、 1峻討し氏。
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リ再規J世のよし1こ'(_jfρiJ':， ム者締跨聞を --tt I二しT振とう時閣を I?jゲ53をまl'変

え 7 実般を桁?たが、くの詑困の関関むじでは振乙ク時閣の務審!J提視Tι~ ~ζ ず刷、
3 し約二AR刷 IÄR略的の比の位機的聞によ 6 豪~~を匂.4t:j、し t:.. ご訓)J'5 AR(I(O)/A向(仁al)

の叱 IJ 分離時間 t:影響と A づ~ t..)l仰/J'.，た.
(2) 21:1. ptJ{下の忽釘能主測定しT史量1~ガ ÎÍ，
ト lし工 U組の表者4争点却の想~能3説家曲線五月・8 ・ 5Î~ ぶ :L ガ静1t:l'2PbJ払千の~ぽ庁放府
平衡1:1支t~ }f時開J;.よ降ld寸湾、期/tJ.64 lr o JI2 ゅの耳目øjJ~写る似た.振とフ階関 10 ，会?催
時間別il(-妙の手持-1'実膜色行広いJ等規l障とrJ!.f_~世主~ぺr:~界在五bl己兄に示しf..来
'fのArp(0) IJ fi a・5!こJt '，:'Table 1 

F8Th~必}1ように、山内の千誠
期の直線γ4時閣以降
の各史駿点在 o'jト樽し

Tぜ，11t平均した11i
あ~.精度l主S%以内

ど.， f:... APb (CQI) ~~Af'b(ull 

A 長. 一望g.)tlme

0.056 
1. 20- 92 
L 23 88 

0.113 
1.31 83 
1. 24 87 

Ave. 1.25主0.04 88!4 

=3入.fb/U.Rnx Af>..11 <ωb ef捨ctof sepαration ti同'

(入札品、:訓fbとトロン 10 

の壊変吃数)喫刻11ヒ

予想位。此Id、手刈
仏8与主 0.06にId.リ再現

胞の主治こt.tl b}J'， 

r: 0 

以上の描栗ζy、l分

間J，~Uごの振とクをI，{UJ.

い、好法韓国関乞 -~I乙
すヨことによ')1、復 刊 ω(鈴 c.)1詞 扇

測放~fA~棋に ~tJ 定司 ドig.4

IUUl巴:.. 

"、

た1ft叡イ補正 (~O~ 手
こζiこよ y、 事J五γト

ロン志望撃す手ことが
mTh(μCi) IAR幽1担 幽l

時al'Q~単 }time

0.94 92 

て乏r:. 0.056 0.85 88 

0.78 83 

0.113 
0.80 83 
0.81 87 

Ave. 0.84!0.06 87!4 

(文献〕

lIJ坂内公手:温泉工挙会事1&~ 1ユ.rs(_ 1971) 
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lS207 :跡ぅ刈し-i--ョシガ勺シ7κよるよ長十の Ra.-.).2.&の売量.

。
((駒日本企Jfr-\乙〉タう上ょう正J封、在経釆季、久諮孟ム~口英雄
(生珂Rl;背イ貯庁) 降り丘二者二

諸 言 : ラデヤムの In':称賛成方式11多玖挟岩されて L、b.1り特ド、表選F障に
おい T吟約桝~，lZ~)J及川和くあ 7 ・駒寺矧閉K吋少仰むい人悲放わ〔αでj斤?ι凶ゐA州叶方わ祇う戎動え恥の閉耗和カ〈
1宰予E永L、さ机れて泳柔ト。 d紋鈴えや主 Il~吋ず史4品予い〉今れレ一シりヲ 〉苅付ヤ 〉汁Fのd併州t必刈E小伐l卜協、ι恥色

操f作i作午の簡雌耐イ乙(."E.蒋鵜苦すれl1煮T'4lω州山A幻州)l川l3ω3)そ刊のt結5果、米誌説十kっ、ぺ11揚イ方ユ受換斌指定問い

ヤムの麟・有権・来古都 ~T ぃ.尉踊 ~t 6) jj シ〉今'"' -J t 失 ~~lえ245ι封
入l1費lえするiiAEえ崎られにs'@ll;!: ~ら μお桝への通用 E成れれ子襲告
する a

之、文殿: ょ樹料ヰ岡崎、上村rj吋立でJ幻えきれ険幻、党側料、 !4?

メ紙付、 3いを通っ"Ktっ、 Js-l kt. ;f.$%声ぞ主義主用いド。4七番号件IJ之玖lφヒ L
検ゑ目標包久fp{.'冷却十ヒ[手。上最ゎふ解昔話えの妥点、樹脂合ラム|丈よるラ付ムの濃
縮小離の#;:t十カヲムE席援するの l之通LT，fTTA震度-葉通pけなか校討11'3.3β~

叫んト L 一円用いて彪れ ~o )封脂 rJ 悲劇、írレわえJ鯨t~~( B:バω1AωWx ~) 
Eえ門 -t¥1b..CiL名放で No;_+笠r<'語i製LA主用 lk~-4ト俸の i{N庁ゐ下左図.::.. i I之示 lT， 0 

弓デ h 入例規l主は AtoM工 LB-1;[1Aネシ〉ナレ -;':t>カウ〉クドよリ1，1ぃ、創定/ごイ

")1レrJI 00 ~ t 7 ¥フ〉製/ぐイ 11レ主用い氏。

上海 J長 . 」仁成っ 来-1. 
( pCil g ) 

Samp1e S - 1 S -2 JB -1 

added 226Ra 50.4 

found by 53.2士 0.5 2.7土 0.23 0.42士0.18

norma1 count 50.5土 0.5養 0.72 器発

found by α‘F 51.4 :t 1.4 2.8 :t 0.31 0.65士0.15

イ色下す3ミヒがのかっド。 coincidence 48.6土1.4発 0.72 袋持

226 
普 recoveredactivity of added ~~vRa 

発 特 Geochemica1 Journa1，vo1 5，工51 (工971)

うえすぜまさ宅、さヒう刀'¥h_あき、お伝11lfJ J.iψさ、ひぐちひでち、わぐちまさぞす
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一方、遇政札ナト 7ヤムづ校教ナト yタ入信長解
法lまニッケ)l，-'レアポ主用し、約Iメト官¥1分鮮が終
3 する。ラジウム 11)長面長J~乙夫 K抗~t lて可
参院アイ蔽晶、ヤヲシ‘~、1" fレミ P ヤムヰり
え素到、与企画ιτ寸しイくザ岡久卒の低下 IJ認め3
fLTJ旬、ヴド。
降イズシえi実糊旨拘今ムK，l tJ(}.~K銅製
¥ rに劇稲S-l&)主用、、、約ぇ-J.!イトのit走干、
試件対失包武~ko :ゎ崎、，;r.;.--蔽表度主
p、b，f付'c.L、pH-'&.4.0 ~す 3 こl: I丈よ久叩・

敬具ぴエブグIv AA"/の又喜子加ててスクさ V 

礼的、ラグヤム哲三続的 K術語立川こ
'(1.鹿祷¥1"-.夫 、 ふ け 付 ET TA Fよる

後初4泉主綾靴、うゲヤムヵミ綿tl fJ ¥、ノ久叫・

うを;{Xシ被ゑr;t.pH b ，~ 1~ わ~~ヒガζ州、っ ↓ 
fに。側主婦守l1く色素kつい 1の徐砕1"1
多目義来する。
剣主lれずヤム η{才、、下剤れおくラユケ

L. -J l. IDO ~パイl' IV ki:f入しラドンの
広~'t符フて堤氏 l f-<.。このllf.劇臨すの点

ふボ、うわのZ間隔制、らいす t--Jへの秒
行k久守口あ等主戸与えるこヒ到し承a-しレケレ i

一歩ヲシλぺ 7 ト 1し川雄架空れ f~~ζ; 諺rA~十
K J]<Jì' è.~ l 1 J;くこ'c!'-ょy、ま1¥t 1ミテ
ド 1111小売場!れる〉十し-7r-:移
7・ヲ Fヤム和vわす吠A-!Jょ、:童劇主主
示味。久、 Pli"~()..f7)!.浮1除く k わ、判ちi ヒ
.lJ4九のコイ〉シデシλ計数列車用tA安it¥F.。

メト材結果め J 手干1ゑー IK示 lKo 4-玖は、
守空冷1何:f斥間r~ /.?-0 h:r-、三十賞式件1;1:

通I損恨のピ空‘ μD 戸‘ iX.~ コイ':-'j，- T 
ニえ五えのヒき、~~ %であっ KD
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今考え献 図-1、

(1) H. Hi~川: R DIOISOTOPE.s'， vol. 30 ，61% (1竹 1)

ω 分乙l鴎え射イ乙f幸討論会.講i黄f員集， iBlE〈J777J
OJ 才 I~ 目玉里エ毒fl~ 1:，-げ志向位L全局晃おゑ灸芋旨臭， t P-l[ -4 (/ H 之J
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lS208 

来体ラシヂ十レーろョツル計叡の時間祖蘭左*J用し 1三

刊条 ~I昨夜種の絶対澗~

(新碧大理)橋本誓夫 o草野恒義龍仁タト林it:

1 、背吃の碍寝室ずは、きF!首Tモゃ粒子トラ γ ワラ去を利用し桓士セ訴fヒ竿そヰ官、事~\fの基提
石存可Eを行ヲ"(Ilるて犬、 IJず手tl-::.di、 u 之 t サシプ lレ中の U 、1hの絶対量1i~震1I宝可る=ヒ明l民

事である。笹来.制4量U 、羽預1)官~l::. は中'\'1 宅r椋射イヒ令指吉守化t羊伶離をと毛なう放剰能事i
宮去折、用 11 S 仇てき♀加、その巨め巳は昏喜~f' .門 CAほど、の鴇荷や視雑E化管操作ウ'fl弘'

事で、時間もが η、リ、はほは在、不慢であると云えよラ@そ二で官Q~ ニキヒ 5 の時来の E 占。

仁、 P、CROSSSのC.Cまく相関係数去) t 1要用して、サ〉フ。lし1]¥S畠擁U、刊の量E
簡便に翌Ij曹する二と亙芳ぇ EJ今回はをの予争的 B安験とし之、ラ貴体サ)-rlレ中の刊の絶

対号E来持うシ 4レーションカウシター主使用し Z実情し之思tiD P、CROSSSの方三五

ではサ〉フ。リンゲは .MCAtHCS モード、でT悪用し之理l民~~行フ之 IJ るが、i1 Q の安裁

で時 jf ツヨ -=-MZ-~O k2主慣用し Z行 II、さらじデーヲ処理主之、遁続し之行フ(.翌11

æ~ 官全 l-; 1["， -+ ;:..イヒ L'2 IIる。

'2. C‘じうまじつい之認でる。=の方三五時トリウム埠変条 9lJ[ヤの

Ht-220 _SL→Fbヨ16ー土→ P凶 12
民s、 0.15"，

とはう短時閣で連続し ~CL組 3ト放出の時間相閉事表主朱i 用し之Fb・2161i ¥E量苛るもので、あ

る。二こでサシデjレカr放射平衡状態にあるとす夜ば， Po-216の量ドよリ親核種刊明史量立

花る三と巴なる。計数さ花る相閉事象N'pol は、時間T の実IJ~ で‘は理論閉じ~~式で与え s :h. 

る。

( ， 1-exp(ースマ)¥ 
~FÙ =. A-e -T '(1ー ス丁 ) ① 

A:九-21Gの放射能 ε:相関専主の検出勃率

まと二のN同は、安駿闘やは T"t'連続的じ計数し之 IJ く=とにより、ユ史式?:与之~ nる。

'2 N"fd =-V一札 ② 

札=寺L~I 札i ， V= 前[ ~i~' Yl~- 奇(だ I Y1.i tJ 
N" :データ諒 ， 九i 各データ

む.②式か ~A( Po引6 のち官射能)於京まるわけ世情、ざ E じ、事なる 11 くつ析の丁\:..つ

\lて安験痘 N~ 主長め、 Tvs N"P::lの関係 E 理論的t. N"pd l:.フイ v トさ住之 A'i精官イヒオる

。そ干ヒはこ~ñ の ')(2 -s;、最 11 、[:: Jj.つもる=とじ£リ行う。

xz=ZL(2N同一 2AE.T一日二士三7子一三平(.-入l.L)]2' 
'3 D 

T = 0.1 X Z叫(S) ， M S骨二4-N"pc!. + 2 y2. 

i士し主とてつ~ 0くさのひさし さLlとうひとし 三とばhそし tけし
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異なる丁じつり之のデータは、もとのデーグ (0、1 s-:;'と)1e..品繍目玉する二ヒ l::.より、官

リ出しz. LJ~ 。

3、翌IJ¥E惹置隠阻 1じ示苛よラ aE.のさ忘る。サシフoIl...は宇ニ/でイア iレじ入ヲ之志、 l)、

?ワり iレ窓器之、1t誓陶じウ"/7
0 リ〉ゲ、し之ある。デ、ータサ〉プリ〉ク"t志、 ti"L肉訟の 9イ

マ工 C~'2J; 3 1::.より 0.1'S -::'と 1:::官1Iり込み Eかけ之行ヲ C IIる。デ-9のサシアリンゲ、枠

終了し~守妻、③ぜロより恕T直計草 E し之 A (Pa・21bの敢射能}主主める。

HV 1000 

LINEAR AMPLIFIER 

ORTEC MODEL 452 ， 

GAIN 100 

S鈍APINGTlME 2.0miero sec. 

BIPOLAR OU'l'PU'l' 

BIPOLAR PULSB 

about lOmicro sec 

図 i 安験装置の簡略図

8・BitParallel 

74LSl61 
INTERFACE UNIT 

聞 Z四回目，1/0山田

input port 

4-.今回想用し tミサシアlしは刊・22'0'翠釆E名 γ3ずゥ尋釈しそモのであり、刊号2官どを

の下位染ヲIJ枝種開 1::は、放射平衛ば権力¥"Fi足立し之 lJる。し EカFヲ之PσQ16主主号苛る二と

bより刊，.22'd'主宰める二と於ずきる。各サ〉フ・lレは一堂倍ずつに希釈さキt..z.. IIる巳め、尋

釈辛凶 A くFb・21(，の放射能)の関係は、直線で e け従ぱ~ï; gll" 軍iI官の結果主国之巳示
す。調官時間U各サ:::.7・1し[::っさ 122宏、2却乙であり‘各寺叙専1::.4ヲのりユアlしを示して

l 1 'る。

100 pCi程度までの放射能強震tコu之は、

ほ町粛邑行く再現性祈得~~巳加、より希叙

カT主主も b つ札之、 Pσ21E.の根射能強患の再調

性伏悪くなゥで IIゐ。二の康国として装置の

長時間寄¥t性折、あまりよくほ υこと白ど的

考え E来る.現在、精度の向上の巳助、箸置

の組みがえ主検討し、より惜しぺ 1しの刊*'J;il] 

椋射能強度 m実11定E再現'也よくそ7う腎力主し

之いる o cl 1:.‘ヨの G、C三tt=もヒずく Th重手']

の噌~辛の絶対吏')官三去は、葉tキ ι シ 4 しー予
ヨンさまでは P視の計数 t加味さ1'tる定め、 U

条矛IJ於曳 A し之 11る場合は. 結栗 lに三含ま守夜足も

0.1 νム;よ9 11山山2

出出 3莞tゐE芯;，S虻(A匂奇)河など'e'寝悪1蒋毛る ::-4し一タ計奇甑主E
宙 2 サ ::-7ア。勺lルレω尋味無R専 V凶sF昆b子包21(，ιの方椋立釘能 〈作pC心i) う芳母え之 lり〉る 。

ACTI.VI'l'Y OF P0216 (pCi) ，1228. 8gec. 

10000 

1000 

企

100 

童.. 
ま

10 
企
企

a
a

ま

a‘ .. 

1) P.C阿古s， G. W. tic sET¥1a.町clH.P‘RIt1HINら10N，Noc.Q . Iv.stl-.α吋行島北1‘125(19ワ);)42'b 
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lS209 殺体γンチレ t ター l乞よるd放射体の定量

(杭丈謹)?金繰措岳111接仏中東予中原誠

(1まじグ?に〕

議停ジン手レーダー I~よるβ君主釘体の測定うま lまイと場.医学.薬管など広い分野でj1J用さ
れτいる。昔た.混年でl域紛料中の吋矧体内提唱)-::.t.矧ざれ.中古・もラドンの定

量1=ld.lf.の蒲知性刀4疲かめられτぎて いる.殺体シン乎レ F 夕 r による d貌c1\~量の利点
1;-創匠斜物閣農水穿易で'視るュ ιι計数拐事〈め島ぃ zιで，~ろラク。しかし、支押さ lご存在す
初放射倖ldそのぜ問権I-=-β放射悦もウ之内かと~<2向リ‘エネ/(.，ギ - Z f¥!>クト lレによる

産量2・・1';;):しri'しl訴後看め連続Zパクトjレヒ重r，J!)精湛かど銅器になる..::: O\ppEj盈を~~~司る
ーづ σ1芳迭としτ:新多弁別法依堤案ずれている。7.J;:J野安e'l<r~íf'形弁別家主用いて.ぷ従前
佐乞ニエ‘吉'-0'1ß殻釘停の5毘おし 1当誌料i三づい τ表者多弁~'l め B奇聞ZNクト lレ」ご2・の，両若 m
相互有難lτ飼する長逝条件や e ケヱ〉チ〉ク"の告知某r;どについて綾釘し f;(}')2報告する。

〔堅手験1
1) 訴耕m調整 d放射程$-!:.し'Z1d'.中枯与摂射した碕路ピ'ズマヱよソ摂語体骨悔し

た.zJ"Poめ争垣脇寝戎主用いた。 3智島千1$，;qlJ性ヲ~射し伝リン酸エユ水素7 シ ε ュh 左嗣
い7と。ま1-=，4線m濯持~1t別左横討する 1ニ訴 f:: リ‘錐ーエネ lレギ'ーの内葬場記ヰ静電手五放盆
寸る接種ιしτI

D9uJ，βなε，a:周ι、
7と。判定J:::l;;j:撃しイむうシヂレ v タ- ( 

!1'¥4ito. .: ~ ) T 4ぷロ脅し ，lmiの線

乗左含恋希盛殿水i嘉主主嘉合しτ、

純愛案ガ‘文を豹官庁瑚通じτ:駒写書整
案左除ぃ7三.

勾 5制定条 茶室験に用い f::測

定需のフ"ロ vクタ"イ 7グラム主図 1

iτ 手す。光軍菩噌佐官'~R c A ~?r_ 
増幅譲，諸島弁号j器等iざすべ・τo肝民

社製放劇穆毛ジ::s--/レ在使回しf:;。

3定形弁別する信号ld揚陸'z:町も q・'イ/

ード量主力会毛.どぢ与を伺い τも可

能℃羽 );)1J~' .国}亡千げぶう 1:;.ザイ j

J 凶言宅左用いた場合，暢極信号-Z"

エネ lレギー付析し，時明暗 5控~菅事態
襲白色ガ lτ ケa't トまか1'1 ‘時?~:zペ
クト iレ土ニ閉じ。戸ゲがこど， 01 jニヌ1:..1レヰユ_.

Pre-amp 

Pulse-shape! 
analyzer 

八人

1;:.狩f，8するかを穆め1三@号1Lz jt Fig.1?lock diagram ofliquid-scintilhtion 
pulse-shape discriminator 

之んピうかずk二よ よしかわひZ"ぎ たなか11い乙 なかlま与T3JTち
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/レギ _liJ淳行1::I d-暢極1事号玄飼い7三e

L 結果]

殺体乙ンヂレ戸デ F 左用い民間定Z“ l'ð告訴料。放射線ry:~事媒Jiì手立励起ある l' ¥dイ方パ乞

し，ずらに ZP定的1ご寡噴ラシチ[...-タ t ま励起.器売さt!.Ja。乙《務先に至る尋 z，"(7)::L-主
II.-:f' -移行届雄"l'(d:‘カD討宮城‘制よ-z，:'-'i t1'I落殺に菅手補助j伸綱生イじ例n そt'I(t!l1X・
~~lI1. Z いき場$'1τId，蒋光畢炉減少レ犠謝される信号1'1 エ??Iレギース々ケト Jしま見.l/t. 1~"
イ臨Z うt- I しキL・ -1i~ 1τ シフトする。来事E験e'I eJ' .:;れらのケ工ン::fシワ"過韓のうち. と~，:.ィc摩
ウ Z シ乎〉ワ"がι ネ Il ::fl'-文/マクト lレ~時間 7..1'f ケト lレ iこ1>'.. r1ぎ'す初臭 lニづい 7樟脅し~.
化ttク工シ手ンゲ'$Jjとし'2，四長イc緩素志川Cg/_広'.{7.f~opo f舎告案;~I二 5泰守口 l t::場合m

st e.thi. -V Ðl似アロ‘y トを図Z に f向。ば線ι肉都転寝電ゴラじを・ ，;T， 場711こ対す ~1ゲ1~
イ晶ぎよソ.アヱンニFシゲ'定金1::，~丈ヲ -rj差 Ið'認められ7主力、ヲ 7三。寺 7三，ニの官、験よリー伏
線のふ線1::封ずる務先初誓 11:約 /).1 主計算された，図 3 に/・7cdK2Je凡の護形弁慰~I乙よる
時朗'1.~クト Jν主手ず.d.縁rt'K.ぎな L E: T (i;州僻仰/l.t'I-均伺φJを老ち， $fW'-

l均z..住首長したイオシ宕よ7;.'')励超高7苫(d局所的1工事庫tJ::舟ζ ，再結合乏克・毛だき布施乎'Z:，_E

ソやすいヒ港え'7t}¥-?エのためノ観剣ざがる信号めルーが'>IPt盆ぃ。寺 1三，穿質ザ3
1J:よリ高ι‘重位まで信組Zされるのか・考7く r 周時!こ励起三重項オt態t形成されやす<:1ずる，

三 mため、 d続による悶起e'l;r1¥" 1し文C"Id.eCC¥yか附かt長いこ t1}::期待され，時間Z々クト

ルで・ 11垂~晴樹訓長u、方 1::観謝主れる。四t1hイヒ提素護摩 1:::.対する時闘叉ヘ。クト iしo，ïj-f亡 I~
ラb肺門-}-z..ot~凱 β務長毛 lまμ 仰がラ 1三 e ニれ l"ðケ:r>チ1'- 0'1 1乍周か~α稼tß続によ
る:顧1.(!I后慌ιイ才シイじが手y，'I.-;'? 1レギー移何霊協ごっtきく要iJS1Jい?とめと君えち収る.

rJ-;" t 針論会Z"Idヤι2J.poα結果1::.づいて毛件tτ報告する予定z:.昂る，

{
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15210 
メミイ本〉シテし-)/3/5-.玄 l二よる c久、線分尤η試作

(敏夫・仏) ~伺牟

差点$シン千レージョ ySTi身ijえl説得浦殺の容易z，消ゐ喜子勾定1乞等汐く勺ゑ比五

共勺こと灯、ら，これLぺ:軟p〆持気持djt呆告が1t.1エじめヒ Lて岩切くり対主lこ伺 LてJZv
え治的利・わる. l旬、しこ内ぢ;l'三ふヲてイ1量何枚柱内d-¥待、ぇ:ポタト 1レ主実存魚料につい1

4、丸 L'!i司は〆刊c-Dow毛ええら勾戸建J勺椅ヵ611i報告イ列らf刊さにIl-rまとんど‘立し手2主
的 1二実 li\J:-f散V淵惑を銀 t て、、るためにこのう);~勺寺~1J\耐'ら札て、i 吋1 ;t~\1~'
イれれん.4"荷む‘tまえlニMc:.Oo吋 -L-R...f.い方511踏きをしむnt，安{者勺表歪

の製作 r訟衿今詞袈J苅えti重仁、1.， ~安l むよ」品難工与一江、、 s 豆わえトア'" 7・し，‘そっ

zλ迄l二努めるI:..~も l二ノこ勺うj;l 白恥城崎、it・勺常黒更・tl..・有 l刊性芝a臓にす 3 こと t tl 

向 ~LTこ・

、亙塗盗 1 )刻え玄室η製作:ζ州五l二ふる孔魚介えはらいえtdえ最重η，r1つ勺

全零iηギ乙考ιられる押f， @ 1ノ.t.1:"示すよう正試狩ホールタ"-l.ジ且ラ，レ Eンデ口、ソ

7り作家し， '勾孟J1二KoI)A K~l..をい白色Tx..~すおれロどっ 'f ，え、議~+.iをj寺号?と勺Ât令
.~， I '1.シ 7 コン?干、無繍笠井治j 'L" }1 げ=・ポ-，，-j('-，吻 tげ主に lh先令，米封切れ

なシ・)コンズl'Iレ1.;高l7工場合宅待ifi_'支え℃みλ.シムチL.-l-1.会℃拭村訴えId..，

石震製dがtTI二 1"'.)11>1え12え入札t不一''-ダ'一吊r'工持ヘし，えン竜寺増保守われ校
2日企~l.手製η黒色7 7 '11l-~")Ø晋箱 1こ石之内ん L さい伎の存和・~ヲ?'1...別え

L主. Æ~~t>\'#t:t----7iJ 1 

l量t1本面訴ま九時ポーl一一 l量え IIj筒荷予言ザt.T，-IL.fー
試ItJしたえ電子物書、管ιjU押しじ'ネ乙峯:の尺't1t笠乙えイン子 φ)/ I司l~ぐわ?令官と

く3イ〉テや)，良 cAネL製勺チ5' 1~号よくえイムテ1>)手じて\イれも 10綬 4屯中す
えη もd)'t，'・'J)}・ l 司E主主し L ては~ l~' 1";方〈勾 t つ引、、?h...~ 札〉 η" ここず I J..執夫?
[こ主寺マム完封勺ーっし ll_ld、lI ぎをそE27す~ T ，ι~ P1‘斗に oft LJ市，.t 11丹、，~
tη を茎本約百形 ιl'(，_;J'えl司l7ご・液晶勾7"旬、γ クヂfヤ 1"う内をえ夏ゥ l、司 31こ示す.別

交に当って I J. τf 川 f 川壬 1 いて二d-..~長与えJ トl こ ~I司τ3fさ ~1~， i\3=弐斗è..íT ? L " ;) 

こL ゅう3論七、内いi'. (. ~ l"1J..パ通掌っ L ネ』レず'--:J:語、「だ''{つ才>¥--t" t どこJ..I."~'Ji芝可

しようと、 サむ し
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lS21l 
5主体シンメチレーシヨン環jJ主におりる知辛トレーフ法の自動jtJ

車医畠丈 0藤汁張主 15患匡丈?章上誠

原街・RI研f苧汁知子f:予九原街'R1研 修 片 石 河tB2
し 緒 吉

:夜停シンナレ-/ヨン到定のさいの放射能決定法としてう現在ぅ外吉予標苧まおよび試料

チザネ jレIじ法 JJ¥一般!と用いられ li，'{>. LIJ、し qofらラ これらの才去を i車用する場令(~ iJ 

今各々の技連 iこついて数i固から戚るーピツ卜のワエンチシグ標苧詞斜 E必号とするたの勺

3H， 14C以7卜の枝穂の定量!こ IJ実用的ぜない。このため， ;ま坤シシナレーユョン測定詰萱(

L S c)ε 用いて多くの F放;t.停の放射低弐定 U'f江主{訂正ぅ効辛卜レーす 1まれ極的て有

効てあトしかし江川ら?市販の LS C (よ?外部標苧法およひ、拭料ナャネ Jレ比法lこ周する

データ処理機構 E有している IJ¥，初手トレーす去の自動fじIJ..$. (;ζ桂文主れていない。徒フ

て，~々 1.;0雪中器のゲイン自動設定装亙主婦悲しうさらにコシビュータによるデ a ア見~r芝
方式;を控立することによリネ:去の完全自動fι を計った。

2.効率トレーす去の自動iじ1~よゥて得られるれ点

j) ずインのキ固定 fL(刻定対象校程 i;:づいて同ーゲイン使用可紅)

2) '1‘インtJ)自動開J臭(~よjf;是正弱板射彪の定量 i': 有利

り L S C . i'イン自動設定装宜・コンピュータの 3看の;才ンヲ寸ンfじJJI可低

利 ;r~1 定精度および・吏 j刊佐川若しえ向よ
3. ゲイン自動設定震置の機棒

I守中君さのずイシ自動設定装置の4規格 5図 IIご示す。装置 IJ橋理回路ぅソレーぅ電諜およ

び‘ヘソポット/J I ら構民、才れてお~ 1 装置の作動はすべて L5 Cの詞料ロード信号および]'

り乞ツト e ヲイ A 信号!とよって制f針ごれ勺。ヘツポソト Ilザfン設定 Iこ使用される tめて

可本研究ピ (J6 i亀リのザイシ設定IJ¥{i官えるよ)1こしに。

作動原理 IJ)丈の Jうである. まず 7 標準試料 (14(，)iJ¥試料ロー下信号 Iとよフ測定直戸TIこ

位置す告と 1 この信号 lこよう同時iこゲイン白動設定震置の論理回路/J¥リ Z ツ卜され色。ソ

巴ツト-tt足 iこおいて 3 論理回路IJjえ刀 1!生ずるよ主 tこし (Jう3.論理回路の広刀 Iのi吉

号iZょっ、リレー Kiれ作動いゲイ ./ C:I"Iめ収結て試科E針金すトこの計数、柊ゴ埼lニフ*
-* 1 ;) ./タへの入方とJd:るべき tソ

乞ツトョヲイム倍号 E論理回路!こ進

'J 1 づぎ lこ鼻、々 2E生するよヲ tこす

る・すTiわち， 2度目の JJ.lj定 ilザイ

ン6.2めば舵で行江われ台。以下問椋

lこしてう計象外 J8寺の 7'リZ ツト'

タ7ム7告号{ミょうゲインれ(f.j， G-4・

恥へと自動的 lこ悶換えられぅぞれそ

れのゲインにお 'Y会計叡れ得られ令 図 1 Mechanism of automatic gain setting 

ふじいはるお・ r~ ~ jえまニと./i)ぶらいた手七・いしれわ(，¥今 dう3
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。棒、手話料れら 7則定話料への 5こ捜(J，L S Cのリピー卜設定信号 lこよ;Jf'f tiわれぅ以下?

塀、李試料の場合と金く同じ操1'F 1)'<、瓦↑豆きれることい写る，

4.データ処理

各ザインにお IJ争標準試料の計叡知孝と謝定詞料の計数亭の関係 tI >A回y争(~ : a.. x 

十 b)ピ表わしう標準試料の計数劫辛100必(疋= I )まで、の補外活!とょう測定試料の放射

託!;充足した a 補外 1主およぴ補外 i主グ〕誤差 l~ 対する i息切主-評価 E 行可う lζ1.]: ヂー 7 処理市\'

1)\江う緊雑(~芯しこの r.: めヲ本研究"(!正データ延 F里衿構 ι して i\ ーソアル・コシピュー

タ (Ca-noル AX-I ) ~ j費用 lr三(Qj2). 設左因ラ乙して，棟ZR託料の楼主f阜の誤1，な

らびに標準試料， i~j 是試料、パッワゲラワンド拭料のそれモれの計叡の誤差乏考属い次
試 lミよリ杭射青色( D )お Jひfその誤差〈ム D) ! Efr; c~包Z jz:;団協r〈;ZJHm

弐定 LL:.. 

D ;α 十 b

l 芝P.i. 十 Z日χi.
Z _I:rp，i{ :;;.'-(氏えiゆ)j2

Ll D:11~~-:-.' ，-' __-:'，~'~-_. .， 11 
IHl・疋，iZ.I.Pi-(If主又i.fV !./. 

ただし

--
H-f十?争ム T(a:i・心2{(うわり(古)J
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， lS212 堆清物におけるヲミZ忠夫良知広核穫の$Aýヒ鉱物組成持ピ lこブ~) ~ 
( jに故調)0穿元手/同事1，(広島ギ何有)会A長寿7甘

(瀞ア久)キ¥'¥た己， (企来犬華)玖」二五イ言

工.11 (;'めに 到底洛怠地球物 l乞おける1-忍主主文負;rru主越の今i{f:E.把註するニヒr~， 

児認イヒ宅倒l三手tL， ~署;攻n 放射能芳殊五重殺するうえ院も基礎的作事皐託手項ずある・
余長潮，弁和la究〆永島恋l勾け 3諒メ r 卜川忠縦塙煮物試料にイ山之/規μ/押比
例臥'刊行舛i~，物倒/比制球乞刻弘しJ ば放射A技法ゆ恥州制/
Z富貴或書記存ぜ l~イ凶 τ球釘した/} <."斡~1:?.
工 大法 イミ吸5輔の市命 l乞志I¥)て約 1{J ljI\の/芳和国ヲ~ 04-. 2.~， 2' N/ 13.t" /'3;f'句作み¥1 

'2. t 1}札のー 7ド島鶏 (34-02i'N I /33.;3，16) I乙あ‘い'Z.7.r〆指tQ}F.主布地蔵物色之れぞれ砕取し

i.ふ 跡 、 糊川口例浮さの捌物乏榔し現酬を託料ヒし九州必摂津川右

{. (1 ~e(Ll-)撲急落t-:- d .Q r，準え八。クトレか.4Ir(-tよ札;.21~lJI工.234下え η t3，IKe叱却下ム
1146，> keV，芦畠'RI)..11 :m"Acω?M Ld/ wκiτ/.46 HeVの r集p.予 tめ~.令指紘吻
~.ti l手 X年凪ザI謀、，~ぶ D r 比嘉lro湾、l下位虫色concentrationOf 238u，210pbF228Ra，{PCi/g) 

堅完ザス唱活安去にぷ P 手~)'I¥r_. 0 0 1・o 2-・0

J1t.鎚止符年以、芳身長、

t-~湖場穀物: 主主~~肩払拘1:..しマ J直

接， 白f...fiト，在る/拘才リナイート刻、"認め号

法¥.V~. .l33'U I :tl叩b，PSRaF 明氏の京本φ砕

五~~~I ユれり久財A私湾内惹尻竜色合〆

んIfo_fA~Æ-t， 七ヒ急曲霊長τ れすれ l~づ\\1.
n浦 l向仕払i.)良i.r-:1't可" ~法定 A魂皮の
創作担i釘F契れ今れ，持l<.:z.IOf'も d 坊私/

説。Tも己4<>tに， 12-~仏ヒ今0['< の羽肉官、句け。
~rも i司~ d)認必至主t、、ム吾千此ヒ札t-d-p e" 
t与乏れし，手札， a明的投花見l百戸弘ず 了
れti<..ln，7-匂bヒメ私η渦嗣 l干拓 ¥1ヒ埠zへ
られる. 40K列揚if.と電.fD-1づ謁¥1.l-b"・認め 9 1u 
れ3のほ一羽生r-長D<1 ふ τU~ 乞あヴヵ y ウ Z円

ム11~色合 η ュt局的 l副作忘J存可 á t入必ずあ ， 

る2-(ヴhl:. 40Kのおl向。晶、}的防'Pbt (I 
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イ jí)- 半俸{~ 1，.20 Aずがの l‘3.3A'ょPや
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ピに~手lt\ ð ~~ヒ芳Z 手れる.方えþ.l-を抹
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lくづ¥.¥-z. 1手熱弁r4をヰミ雄内.:t.再主総~急~へ

のも急ω完Lzうれ干与口. ...j与1差是叫魂度の

をt¥IC.¥-:. 11雨量自必ずきEめキれ3δ うぢ、在天

保乞の i拘i主f1'tI'重刻之れa. ニのZ主村主武料

の幼!:.bφt包拘?;C't1Itの#、ll.κ只ム庶尾

ず弘められI 1 (、主"れのポム~疋 l乞がい
て矧μロ0472，μρ pCl!d1刻l1f!? 11 
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lSz13 ヲジウム阿佐体比法による藩泉沈殿物の占千代利定

(挽戎丈準化学長)0関争記大輪裕一武田イ絞光団長生

旦箆 ラジオアイソトーアを利用レfこ地味イL挙的年代測定l亡IJヴアン・ヘリウム法y ウラ

ン'トリウム法J 力リウム・ j)レゴ、ンラ去などが;;'917¥)いずれや/♂宮前後の午令の利之

l二通用でれゐるのてあゐ。 1̂-'義文ナ}fの3f-1て剰えの例ヒレて lJ) トリナヲムヌまはどの試み

がめるが) J 1ミ重量当 fJ才法が手専られでい{JいD ;ぞのーつの才元まとレて，ラジウかのl司位体

( 226 Ra.， 之28Ra)の学識調の遣い芝剥用して J 儲単fJd'線スペクトロスコピーによ

り1吋数十例年令問l比するごヒ主投討レfこ。

メ争画lゴ， この方法乏強放射能史ヒレて知られる増彊彊た(Jλ従長)Iミ車用しJ2Z泉沈段

物の年代東IJえを執みた結果につしJて報辛ずる。

原理ヒ方法 ウラン者:列の~Ro.. t.トリウムデ去列の Zょg尺α11，;ぞれぞ‘れ長半端期の ;:'30丁h

( 7.5之x/o匂)) 232'Th ぐ/、 IIJバ /D/Oず)の d 堤変で生~レ， ぞれぞいれ/60之マ J 工77"1

の手減期でさらに嬢交を紘ヴる。(下降参媛、〉

Thoγ{はi'YI ..serie~ 

お之Th一一__Q
jι/x/o/01t (Q) 

2.z8 Ra. 
dコ77'9

(.3-
うやC

A
 

h
H
 

M

ノ
臥

uγαYlllA)'Y¥ .seγieS 

之38U 一一一一→ .z~oTh 0< 226ゐ ぴ ゾ之2仏一一ーナ
守 (tjF71j..5:1瓦/ρ宇多 守

トリヴム 1~!Jk.1亡難落てある。℃ララウム IJよく落解す令。それで霊泉水、すにま占 IJるトリ
ウムの弟弘・存在!J壊、視できそ2もの M長良1ゐ。 J1'::.}t良之物生長時のノ究澱物守のうずウム

i司イ主体ltiJ翠ゐにずのラジウムl百}イ主停止lて等しいヒイ反よ乞ずる。ヨ霊泉沈殿;物中のラプヴム向

イ主体比lJ1函マのラデワムl町立舛..(j)半哉期に従フてJ主イじする ο ::Z
2iiRC¥/J直:rto ，{棄E説法し !J

L、が)娘議震の ;2.;_.fjA乙がよ線乏抜止すゐのでノ諒射手続に差L7::'後iこ， r線スてフペフト

口スコピ-1.行えIj'， 2.28'たltzu/匂の放射能比2現IJ足するこ土ができる。

ヨビ殿生威B寺からの時刻尤 l二五lナる 228'/(0.) 22.6 f(o.の放射能三それぞ札， /-久It) A2t k:しJ

撲を疋教主入1) 入』とする上 J

A，もエA，oe-入ι
'" 

A.2七=Azo εーノ¥功

漉射能(7)じLをとり j 式乏整援するヒ，年令 -t:J与で京:ιてよリ;f_めら1(1.るν

也ミきリき・まう6れゅういち・た IJだと石ゐ・ド17tごはがお
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ム[(出zo)/(叫ん)]*乙/
入i一入A

会ご Oに(61) るヲぅウムi司イ立体応Awlんoとレて id)

の値1)司い与もの kする。
測定;榊kレてノタ絡鉱泉LムMjのユ、三の君主条ノヨ害泉で忍ゐiち沈殿均五搬」

7こ。?$象オ乙iJ塩Jじバリウムヌにえき，衣左加えノ活も竣でヲデウム五1}.死ゴ包 J タ ~;J しに þ cf) 五3
R μ放置l/iて後こたcU)半2主体ぬ~て現1]克レf二。遜来光如何j嵐島qj_~u鉢ですリノ
純度主/00メ11)?ユ以下 jてそろえてノ f線色調IJ史レfご。 22-3R?l 1 d .2よりICのタ// keγノ2当0，

i立/261必ずのr競ψピ-7也元春、旬、ら求めf二。

盆丞沈殿物のr線スrマクト jレの/例主@/に示す。三軍金持.l7主月島・差予告沼いの蕩~に
おいて Z品切α/226.え《の抜剣能比16I、ヨへd、ot力、7J1)夢、ゐ値を kるがI /979主F8 f1) /:J 

月)/~Jl年//局に諜車レ fて/0)ーの~泉水でLJ大き 7J変化 IJみられ rJtJ、-;;1亡。 4L3重県乙の魂弘

ロ前更しの究殿物iJ l、ずれる/へ/()ぎのjpやlJf-しノ河原でl採取しに古い堆積嘉 IJえ.o......Jz)
サの毎々も汗レド e ゑiに j停YI.苛-9 0 

規，firJj蓮如klごづけてのi司位体也

t_1 HI弓 1~.ìOJIUI!1白 ， A の nt附M !I!
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lS214 初級ほH~，，，よゐウラ γ街11~f'{;伽動管{J理院
J ウランニ;t:鉱物への工歯周っ、

(.~~;疋つに‘レL疋し) 0 謝野役場司易一利和久.~;反主張信

ウラシ幻'1維の~fJf街I~~愛知鮪じ撃的 K錫な知弘主与えh o _.争、々 伺l虎ゑ kし

1は矧イt物御調I[_ゆ lくレ手r5 (ん'tJrEJze，勿月むら7少。ゐ，mi/h)五周 ψ阿同級

õi縁組皮ゑぱ自主 tlthøkh1t拐す I-::T，放射庁街~-tf.~ '1夢ttJ峨々 の放射}此伽Iく小、

t 色包し1簡イ費・迅進1J~械媛r御IJ'fLKょす殺到\.，'f(栃~i-.級品イ ho レ長門調!を-
1.'¥!、1x発事l機穆のみライ息子J.)レギ-((線放弘殺錐/よ解説rμ/ヂ'3Aみが戸Ra-U!6keγ) 
一向号 (..2.o-メ95う必μ下づ力的ル刀 k〆τl( 131 k.e7T)場主，路軍空向勘芽よほ')主'7'iゐ。
な旬、 r線揺'1 賞~í，は1it~手1\綾携の勺ち-Jt幼時的 K参J警が3タ'u/..211'τnじは場'1むι 可':
j. "'k.23

01/t.Cまのの嘉I}足は緒単ヂ布陣1、1之めと，¥.11..11(づい寸 1立ぷスハマ7トりメトリ_.jJl.¥x.'者イめみ。

《試材〉 欧阜県長'*--・撤z程前命1てま kがゐ貝業ウヲン鉱炉[;却の放射畦鉱物、およがも
人砂，{，1jピ問外のウヲン私物。
<<r線須リ定>> 呪殺えのか、紙針lくづい吋，j、傾斜自身 m官ιc1収の彩磐丞砂川ゐヒ

け lく.文衣なブ。レス銀系主作ゐ目的f・!Vt)._U紛えb協守主規1f_'jo併札戸勾ゲィスグオ£
鯵$.-(約Itl:J)防長レ"['(D な17'.Mt-ι乙干のす仰1¥納骨内雑W問j，i~ "1" 1) h .:'乞を
彪XJ1"'-0 呪の稼~修講や同燥の4境作ψ作がレ私。線釆1~ ヲッデ山仁?シv ト 1てJ ~釘入し
具烏tが場。tむ、、議，，，/ヶ月緯度低，tレ・ s 1(n払判長綾修勾島長-w奇ヲ刊果，11監制守;ko
<<0<線刻包》
試料η イV Íc絹þf レ.プァ現金ー手水・成後lえよブ究A-K鋭針~$解し1ミ後メスア受スヲ

l吻し仲井丈し'tO) --匡彦事乙川トマ功詳し倒的ク i<0 1if 'l/ 1h.P')/Íじ勢同~tX)h
k わJ)3T1t/..2P-π￠作/)時l~~~庇9静寂J句史還をントレ/す---~レて球物レ、水動イじ依4と#t
~酸ít，像イメ γJC{農弟、 1くよサlí(~切1五タ書庫レ千七。 τ{!~ f);::'17 K (称J1)院ゑ〉‘務自~j:-.-t Iレ
4自助 ι1iィプ〉愛雑誌1<よザ I i f-< 7丸I;J陽イズシ7i_救急1くよサ精製レ‘々 もh可れE丈ラ y

レス級J::l<~)色し . c< i.襲須'1藍線;t't-レk・d線彊'1藍Jj、Sj(Au_)キ尋併殺崩j第五問、、 [c

mスィクト111ιトリ -urいyzzyタ死/J01LZL定彦レi<0 

<< I!T kt/7T J" i援4餅祈r>)
ノ'J-t.ke-r 1/後11J'6RA_ιM江からの場与子為る1'(わ放射手術lくあゐ主#'J1ヲン側、、-

/HA.MToi動物数l'(~À?~か〆l[~軒以移ゆ!宮:.l Y"-D 

糊折衝!くあみが矧乞してN客レ格発f朔色、 i["す食物主-4:;'TJぃ制作ll.
新製レf"長%官訪れ闘い句、 j3J<.ar.~後 v/?b kØ"ð'縄出~~料袋'1をは。放射平衡
lく 紡IVBL君主季材料イ r~ ‘ /i'3 W'VJ-"~集戸/<ð-'t:内mJ寄与 ι レ切: l!./f符f'(Dミイ
緯 1;11::.鮮催i芥のち.巳(令Jtsじ)ずの縄ら此ゐ修 CJ7: 1;.3) l~ tlli'--券7みpイ境問1，，1ヒ
/t"t1筑ヱメアヵιガレt1)6te -/...E.P，~ τlゴ/!b fi.e:r /.ρklTJ~緩め針畿弁均的ゴ.p6~ι/之ケ兇ザ:
tJ 'h'J t" /河合イ州く財レ判例れ F‘手/川氏 p，.f.J_(:J_ tJ.tJよ)•• (あふ。

0 ベ?な芝甘さわ Jt!f. 17' ‘ tむら かずt人e.. . 之労、グi/;え :J-2t1Jよ、
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《放射平衡の簡佐規11定ι1，?)~手昇》
ゑlく益八‘化、争↑数穿m衷援rj修主同ぃゐぐいてよづ・以手の方議べ"1(仰，¥綾修の放射キ衝

の定本主観耳I'¥.iゎbミιがイ芝み u

ゆ1'(1f...ず t ラ!く、雑損持lく ÞJk-IJTð'線1ゆ~，?ノJbk.arr線ゆ以村正脚\-::/;3k-e:rrl線
1ボ 1/};}.lI

O fb I/J 必k.~/''IfÞの泌片付/3j.2 l<~tt" 0紘の此.'I-~れ可制00 ッけんよミて\
/つめ品作.J.e13維に~ん干さぷつの場|定~ノイゑdフ~ù1. hø
区]寸‘ /!H.eV/ 63μγr線t1}C'...-グよιtp，β 之の乞主再7'1'准ーt<:~I 、、北長線よヴヘ弟lfあが'
倒I}\τ 5}: h場合 1く1';1、骨~村官í<<-イユJ6Rt;.. /.])3π<. I のよ;y-衝オ五位、あくゐ幌1!1"~*h似l"d ， 

.]).6臥/A克// 1く斜場すみ。〆方‘ λVRn.t?l:重lJ:_I/J t，J 、制約L"I~b3μγr修1ぇ財1 J/t，lfちの
/争t

D

- J tlJ 応Ig 、tU n./争射線よユ!えのみと乞 lく fJ )r ø 合れらの線よブイ手ぃ場合 I~見応tの撮次
訴)l? ぃ IJ:、見f&U/J 主義が不十タむ井手術1);fÌ哲三.\"'~1ftたすみ。 ぐの殺む方議で ~l'Pb戸26Ra._
れ t!.，.)/fJPiJI成1[，弘主-~tf7h r 1:.-1f.._( 1ゐ。 きf，，-/I，{ker/.μμ~~じが納智弘ます番号、『妙 1'1

..}/T f6 j.P克/'/ 1，11'点:し;UDpbの1M却、あみい lゴY16JØ._ð)~静岡などが考え~tK-hø
J2t k/..))J'俳句〆7X::;~"1'iムノ均桝l 'ゴτrJt_v:.':鰍穫の朗 lく閉鎖;がれLëい

みものヒ宥九州、州事長、ノよ 1)トゴリポ腕11. 餅認可ηユ泌鉱物坊ι‘料、/
よ代d\、傷 l炉供tx/.)J8-，わ/手Kl~. 1P以下総鱗グ;戯作肋制洲町~h。
ミれらの佑家事、ょがが須，IJL都;tj_~えあ 1171t~}/t-も 1く、 4来jf(~ 1のtt.拝/代、平予想青少

妙手フK t1)'彩4t1J 司船!生れ~'"ti色v的1~19 }p ご乞 lくょっ~えのが国々畑略的切併特
lく倒してJ有用防-児レれと ιヂq-~~忍われみ。
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イヒる瞥ザのττ条列オ安維の手衡痢保持イ旬、

会吠犬宛 LL.Rじ ?とト村やス・ ~r沢美樹男

イじ忘れ等寸判庶民メ綾考で 1同時以乞宰守主聖過であ~ ，測定込幼稚hYT紅色Z叫にて

け.~íßl~'台東K.1Dí5 専の林、をもフ裁所ト』すれて悼 m下記/23句則被ゐ~フーくお
う長引手小.ゑ之鮎線菰角~~-j11 前 V1'τε~\(~~γEノ穣町ヲ乞主イビ与を剖用す Z 年~到来力Y寺北片
ら tト之い~.

イ時骨格~TI2..;l年，10ゴ虫此との寸ねv令叫て語 1)比三通用す3-)-::.叫殉?ゐそめ ~}Iて，
リγ畷畑し弓""'1ム主主成介乞 1'3 ~~乙系者 ~~~b事名手''z' 会 If ~ピダ扮憐司乏いリシ事委イ汗ン刀℃

械もし官7械の嶋市買い写仁川内し1す定_.a. :乞ス・イピb噌等の等ィ湖免勾僻1~
')ß聾~U\害対毛日航。桝安保権5般時弘\ r-て1汗伊けん料街m湖え吋与すく寄
イ物jえを殺封レ表・ γ若年1誌を乏ー凧え~か国主権町官協話、氏 :Z3，斗1T/2;吻μυ. :z:31J此つい

L¥寺 cx:z-，¥oアトtt-メトリ -¥く与悼みう.-f稗現戸ィ7 他乙令エb~色てヲキ fく~.J民共巨号先ヲ九
Eイピ浩私売れ-l-V・湯iえ券株m柄引
苅むて 1司¥;¥v': 1回執弱点字的丈・ぅ~f1択さ史5 リ段使立件もので z味キ桝伯哨
で私誕乞わ泉徴晴，望号岬白書~1dυ安色メ殺の私克之いわね t"V 人岬メミ菅勢掛てC iY] a-. 
b執Ittt.μh抗づ孝介石をも現殺事同 Ge.-l吟T1-:. ~ -s 4"偽椴~佐フ r-;;; t1) 予.侍海
レ'L'" "$ι噌~"e.-k-9 ~令を 村芳和)f-与中~3 嘉畠者~&t う多難~ð) 'Y-V¥芯端ノ亦いふい滋i
先捗みh-し宇亡。議所勾 J怜レ)ブィ y乙ヲントラ γクi名目$甘み景品法ふい利均吊昔前を

汗倒レ-f~.岳幸先手t5""叫すj~~(4:ヰで粉沖し神色昇長引れて前お.t-w._刊の同盤択のγ緯
:;J~失緯労~~~干執しド. γd渇I~え勾後---，訴を弘 1) -0;浜印私同位併A相町屯宇宝ク下亡。 儲

令椎均時神補正司 f<的 23:2.'耳ー坤rB._-"Z-対加え，'V--綾湯量¥<0~ ~毒事件-末疎化斜坑イ究
ン員::_.l実Fふぴ?キ燥地主1二日℃仁枝の綿繰りをい スわしスオ良工lι 与よ与をい電通 Lて《緯

ラ夢iえ等珠ょを作句Lし作.

【号制実1
右議論|宰寸介1て逸罷えを主主...， f<. 0t.e _ LE-戸(今3.7酬わ7制約料ぴ同和也ゐι排除弟(

品t.~!旬、 1-:ι リヱ~今回向 -:1終損浪乏.:r-s- 7 f-=.国土1て夙¥:l.}らち彰掠:l.f--~τ イιル宵~L
~pg スヘoクト 1し勿例も急令，ヌヲ与7戎 q 63 ん司7γ争奪レ~ :z3s-n-~. 12'1 Wγ緯て・・xぉf24そ(弓rr
C1) j毎3みも，芳名ヲ，似品Eγγ毒患 s リ .2/~fb¥.みみる"""夫笠1~o ---先Gte.C/..ηスヘ。?いレかち1寺

仰同~ヤ払ι突当主し v雫m投手ミ|三つひて機古し作。 特大.ぺlr)も緯和~~..4校4己嘉手包命
以スヘリト岡、い)戸時い旦吻~勺 B慨を叶引決呈~ø
I給与f】

γ科研ぱス〈ソ同メト，)-?1)鍬械にキ切で向。迂悼のず新制牧民

4 十家宅芹し切ワス句/ふ3%町民9働協-~l迅限必ってい 3・ 4μ税.(防車
の台を豹介 l::ろ喋肘最今夕汚い芯音寺子介)q t大角と歩vF0早急勾f孟，-tZ;JoTC..>出品〉主./0佑 'l:..-!:[フて

利・出向初判¥-1-~ 0弘め奴射能N‘長 ::4D下にのタど私有タ乙 M寄港識であ事。

乙むらホ可、'1ム芝ノ -'("TJ~主わ Jトさあ‘
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乙の 1キレメ防竜童三日v\争刻め々制定権瑚時賄鎖粂て仏~"，，-e')修生l寺務(き~l 乞い守い4
九て寄伐の場主勿行予ぷ惑す切れ 又ラ咋~\寺t足午永等 m 作用で朱特ν場も守客ヒ 1-1芳香ードー
くいので 判定~c?>ラ幸弘μ ず気十品、4 辺2-RYlt1);J喪失剤、匙ってい 3 込めヒ毘わ恥 6 ø 乙村
主刷物制め作手衡め襲金権額鍬か多孔貧局者議併で界全い "/~''Ì落橋弘均倍てが?苫片付
訴時凶器呼吸v縛鉄日フ合ちて..-iU 月払時十¥''v/'fいえ封怖穆古川"3.?) ¥"t-1t〆lく匙わ

れる t ~え 1ズノ守静吃晶、V'^主集号携の4tl1>場砂利用ゆが刊 2~~-e. 公::-Wf1~~/()1t "z:切

り・列/-~ d)作為工場長Z-M降衡の訟%'会0ì ぃ。-;:..れ m 待費怜.喜代追悼~~執詩吟
どして四-~喚問佐め芳勝守分争花骨与1) ~年く兵、J豪快 tM â ユもえレ之、、~

cれへ."~ヰ-\;:].メい)に Z 吉糾明ノ匂目下t.\手間 'r;:J}与発誕の立執舟てメ31"-ヲ1.33 .グ肘胃
で1宇 1.7<t. .-j.ぎの書1小也乞全ト v-.萌葱 m審判t執耕め鬼ラ安幸専攻て'17)τ文内容E特号孝弘芳川れ

苔ぽ下4くの1A.風住鉾吠『己食喰し之い~'z:港われ~. ユ Aへらめ執評会 11:妻女10海v，，.(主的名 "，Æ~
スーであり坦殺してイ防 f弘~"';1，-τ3 早υ 時刻Lι1ズが乞リ込芋いF之もの k ヲヰん~l1".長期今
之ヲ旬戸町 ~'"ð.矧塩川ずフヰ:t< ~ I・6'1""'"し2:.2.れあアドい晴夫2ネ3・

4ビ活情作為也事fピ今出羽弁明吠~ :1..J")門ワ犬乏い f-:::.め持竣埠iえへ。J¥-¥::1-

メいト川之r香代針路.:;~ø l1".制廿/危うPじ税制作之M 寸ンブ神~''t.'事つ之
!毛~ピ究L布?を受払 3. 執3詩的手fもも存める μ子守 ヤム1ι もd.スザウ~半犬トワーレ--S-"a 

tス?術協?択の封勝)1"員三釈明五件γ>5000 I 
スヘ・クト》メ十)-レ-:.J-""3 :z.~D7平しの謝諸-~ I 
神仏特れ八件ロメト 1)-V-j;:ヒベて.¥'t"3 γ。00r ~ 
河、 μ~~ ラた張主主:~給付乞め茅ぃ執;2300 O L

労キて糊若手侮泣いも\}.~キz:作.~絶輸と ! 

語審.CX.争奪喝校長日工。もい 5ちを・3も

得i:;('" . 
cメ事長制夫m持費Eかろ1.専られk執掛出る 1000 

代ト干，頑 Uノ色素椛今ピb常τ 38r7~寄，
T易a臼意志パコらで、忍勾X導.時中. ./‘~ 

M 伽炎来川刊予務実例図周回起乾花よZJJほ".5仰いし
ι く令フヨ効、リ、~-tρ~~昆わい:3.

以工011祢ムロ~守告?で乾亭主主怜恒三列
め角..)青，アブリ NA机lb~条格立μー需の
~~先行フ吋、、)・内切符弟けい司
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URANIUM SRIES NUCLIOES IN FOSSIL SAMPLES 
G Ga同国 spectrometry
A A 1 pha spectrometry (Unit in Activity Ratio) 

Sample 
Method Uranium U-234 Th-230 Ra-226 Pb-210 Estimated 

of Content ー ーーーーー ーーー『ー ーーー Ag<;.
Analytis (ppm) U-238 U-238 UC238 U-238 (xW' y) 

[Shuko-ten， China] 
1) Fossil Bone 

Whi te P. G 28.5/9# 
(14.5 g) A 26.9/6 

8rown P. G 10.0/3 
(6.0 g) 

2) Fossil Tooth of Horse 
White P. G 30.3/9 
(15.9 g) A 32.0/7 

[Oali， China] 
3) Fossil Bone 

White P. G 172.3/5.1 
(12.5 g) A 171.413.8 1.81/2 

8rown P. G 180.0/5.2 
(5.26 g) A 177.313.8 1.73/3 

Soil G 12.9/4 
(7.47 g) 

1.29/8 0.70/3 0.49/2 '3"2...ち
1. 31/2 1.32/3 戸etJ70

0.78/25 0.75/8 0.84/4 

1. 23/9 0.96/4 0.76/9 
t~ ?J 

1.33/2 1.23/3 電鵠ず30
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# for convenience 28.5土 0.9is expressed by 28.5/9 
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15216 土嬢中のタヲシ2有量と.23SlU/.23宮U比につ¥..)て

( )ヒ海道主腕研究所) 0福田一ゑ
(国主衛生練所) 議会蜘

l はじめに 微肇ηヴヲンj}¥測定さ札;;1こ至って、乏の宕有蓋ゃ同佐体の存在比、ま
だ、例え);f;l3'lU♂むとの閣のような非平衡弘報告士従て¥.)品。ラヲンIj丈然に純し、

地緩lニ漁を恋する糊守性核績でねかる、供給源の異点;;tの、伺えJ;t'耐え等iこM降下
物の動t古1を知る上で、泊先ろの比較かs3'Jくη情報を得Jことj}¥'矧符主t]b.る。土壌中のうラ
ンについては、乞の守解法:tJ¥'難しく、汐くの倒をみなけ。鋲Qdcく線スペクトロメトリー

によって、土援を4ゴの、ヲランl司イ立停左測定す 3分析3訟を模討し、満足ηゆく結棄が得3札だ

ので、ここに報告す;). 
之分析法と乏の殺討 主凌試料Jj:，北海道各地の牧主主地主 1採取し だ麦届主(来さy

0-5側)で、あリ、風紋細工ピ Lて保dしてか)だ。ごの風乾lA土/9を白金.¥1[J:中に檎秤

し、遣を1汐でよlJOoc にて ~hぽ化後、手守が精秤 L て教主童重としと.分析法左第 I I1JIこ示

す。フヅイじ水案通安一硫酸lこよる加者意分解1]¥'党分iこ土産んだ在 51;[、温産を無水硫酸の白煙ポ
主す'33300CまでLlfてブヅ化水案酸を除く。以下の操作/J方、ラスピー才一iこ移してだl遅

して長。。最終的に、ヴラン左ステンレス板(径.23捌 p 辱 0.5'側)上/ご電着工也、 Si
羊導体捜品諸に小けて/づ秒計測すJ。ウラン標準波(/ sJ-LJ斤nf)左用けて分析法を模

討しだ.硫酸了ン毛ニウム潜淑ホ3微量iのう
ラン左足重鈎lニステシレス叔工に号室看三也る
には毛リヌ、夕、シ担俸が兆委やめ品こ ζ 、乏の
重d:cえ線の自己扱収左少Ja:くダJ丘めjこ妥

/0メ伊以下にすべ‘きこじ、電着時間iま/hrで Filt. Residue 
良、1こと等が哨5jJ、に立っ定。乏ニで、加え |←Adl':J，st. t~e ..P.tI，!o .1:6 

J 門点体重主M 、電着を 0 ♀ Am~. ~'~~ I←A22314Jj1;Jjmg 
ピLた。ウラン標準話交の剃H8搬による主凌 E・ [_  

1JdηUの回収率Jt:?'6封、計数知孝Ii39.0 ~ 
M J←H20 50m 1 

メ、主媛の及イとか5 電看 Iごよ ~U の仔離t で ゴ←6iトHCl50ml 
に参し1竺時閣は♀日で、あった。ぺ 可←1N-HCI 50ml 
3 結実きと完言葉 試料採取対どを第之図、主 Ev:aporate 

最中のウラン包荷量 C)lg-U/g乾土)およが |←H2S04(日)2??PS
主主主lJl匂38"υの伺イ主体比左第3凶lこ示ず。 U盆 |←Mo-carrier 1m! 

|←20%ー(NH4)2S0415ml
有蓋の平均値Ii/.6砂 -U/g であ j、日本 I l 

海沿岸地域にやや請け鐘1/，'訳め3札J.2'1(， 1Electrodepositi on 
↓ 口ムA斗

I.i降雪ぎ主 ζ する障水によって日5土的 AlphaSpectrometry [3.叫寸o{ァ

腎下物の宥与と芳え5司'l，;;。按虫土花たUの 暗唱同 J 刊日

同イ位体/1，:':>'3d'"Uと心幻だけであつだ ..:J3t;.U I;J 第 1 凶 A叫円1口叫日ぬ開es

ふくだ 1)¥字、まし J)¥めたに刀lつあき
! f' l . 
ラiか..tl-tIh ，， 11~:~ 
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18217 ホトツ計数熱蛍弘樹え装置の製作ピ匙蛍忠の基碓研克

(新喝大喧)橋本哲夫 o高橋部唱、小和章、木オオ健一

外非武

1. 謹岩本物のフちAi長，長石などの白色合え物 l才加熱するこじ iこより梨蛍主主づちする。熱

蛍名は放射、畿の電磁作用 lこよ、て生式見古れた摘、:#f_色手 -1)'\' 、熟を加えることによヲ τ~t均起

されるこビ iこよフておこり、天然言え斜の熱1M;名量全測定することにより.重t.な年代を刺

史することがで'さる。また、年イ屯以外に鉱物の産地、熱雇歴や放射線源どしてのすも Tft

などの系列内放穏の放射平衡に閣寸る情報も得 Gれよう。前回の討論会に丸、けて、主主岩弘

怖、海岸砂読料 lこつけて熱蛍悲鳴象の写真観察、;f:.ト γ 計説法主用けたいくつや¥の結果を

事長 4ちしてぎた。しかし、前回用いた半白ゴラ乏改正した加熱装置で‘は高遇制 (~3ω℃却仰と)

l二おいては必ずし b昇遇透度制'一定 τ“なく、補正-6，'めんどフ τ“あった。 Ra.凡dall-W'ilb凡5・

の薬品蛍名理論。によると温度丁にお ltる熱蛍抱強度工 (T) d: 

工(ア)二 Y!O'C.S仰(一吾)[仰〔-j;云仰(一台)dアJJ -(1) 

τ"表わされる.ここ τ

y定張、 εは電手の捕捉イ位立置のイ伝え主導革辛下の来古--z"ある。 また、 BIオ d下/cl.tτ"去わされる

卑逼主主度τ"ある。(/)，えれら温度Tl二お寸ぷ熱蛍記虫カ工(T)1主宰逼重度 BIこイミ司まし τおリ.

ゲローカープ'を解桁するためには Bt一定に保っこどが重穿ずあ石こビ dわかる，ぜこプ・

靖者ら iまええの位相制御室用けた一定罪過主主度の加熱韮置の製作をイ守会け2) この加熱草萱

ピ水トン計数設置を組合会わせ、進~/j広拘の熱蛍尤測えを有なも J基碓的表イキ重松討したの

で'以下に鞍告する。

2. 微弱熱蛍払も正確に剥定するために、 ノイズ‘必カビイ旨き必カを介離て'き‘払電子普イ者

管を今却することにより、 E者電流によるノイズ'金魚視しうる定lニー減少主せるホト γ言十生装

置主砲 u た。ホトン計数Jt.A-I.J、ιのデ'_9処王室及 d温度測定どー温度制御生向吟に-11伝フた

めマイコン毛イ足ヲ走。図?に自作の永トン計数-":(イコ γν ステムのプロッワ図止示寸。

加熱装置は、加集体に之(， wセラミッワヒー与を 4ネた In立たおのを従吊し、こ札を券、伝

4 佐の良~) Aa-箔 τ"包み試料瓜とレた。過度制御 l;t加熱停に供給寸るえ泳 100γ 主マイコ

シて"1ftオ目制1lPすることによ， (*ヲなコこじヒした。制御の jj"まl:tT尺工 A C (卜ライ?ッワ)
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を用¥)て交先の両相を制御するわので、支兎の半波在日吉

間i二関して之S-O Iこ分割し、パ =1 /V 2~0 の金値をマ

イコンがι制御伺蕗に虫カすると半ー攻の凡番自以降申1寸日 E

熱休に供給されるように令守之ける.これ lこより加熱体i2
に供給する電力主 0が 6会波ま 7" 之so使階にまイとさせト

るこヒ申1・で・さる。(尚、制御旬蕗尽v:‘まト γ計敬一マイ 0. " 

コァヤスヲムの詳細 i二つりては、~ス弓ーセッ ν3 シ1."

士替対古1・述刈てける。) 函2・ 加熱/吟の寄温傾向

3. 位相制御を同 lJ I三結果、最大会カずは約 '/.00'Cまτ“ (也)27で/なに (砂 f'C/sec

/、3 秒A塁走 l' ，ま l正直線向 l二上昇し τ お 1) 、この範囲内て"の昇過重度 l立之 'rc/右巴ι ず、母~
性 b良仇ヲた。(図之参照、)この年過エ重度生同 H て‘ 臼 Co の r 、4患を照射 (/OJ~/07 R ) 

した?ニー Jレずみ石英、徴斜長石 (/00 /v  2.00 仇 esん)若各.5刊号乙リ、来蛍兆測定を

行なヲた。 /05， /06. /07 R 噴射した石見のゲローカープ'企図 3に示寸。石英 lニつけて

は 10JA/  /0$ R蝦射した試科のヴローカーゴ目の形に変化 lま息長 A なけ吋、が^'10?必ず

lj:移古'i大きく変化レた. (図 3参婦、)こf(.1ま‘ 10$ Rまτ"は電主主された電手1;)"え00OC (:;0 

-勺を兎寸捕捉イ立星に 11長札的 lこ捕提さ寸1る釘・ /06 R.以上 τ"，jδ$OOeどーワに捕捉ざれ

るためじ忠わオ1石.モして、 $0 /ν !，ioo 'c，の範匝 2・・の積分熱蛍光量在、銀量に JすLτ ゴロ

ットレた結果‘哨らかに 10$足以上ず su..pほんハ乙αri砂利'昆 6れ士。しがし、微斜長石 i二

関し τlま集室によんゲローカーゴ‘の形の変化ぉ su..pral川己αriてy 砂昆ら托ながヲ色。こ仇

事から、熱蛍先企測定することにより放射線描侮過鬼 lニ閣する情報毛得るす告を佐~Î得.;.rL

t:. 0 )匁 l二‘ BAS lC による制骨 fロゲフム Zμ 1.C/ sec の昇誼重主主に調丞レたお巣t置を

(図え参照)旬、Jτ 10$R ~号、射したる英 lこつけて葉県営jt，測定し‘ 4写る札たり"ロー;カ 4 ゴ'を

之ク Oe/会己ζ. め界遺是度 f得る tlたヴロー均一コ'‘に共に図 4に示す。函¢古、今年温蓮度 t大き

くするとピーり位置の温度昔、民高遁側に移動し、ぜーワ τ"0)A弘蛍也量む高くな石こと-óí・わ~\ヲた。
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2S201 融守男法に含まれる純子il反核句裂世物質の新総伝法と

その特l世について

(新潟大理) 橋本哲夫 o者柳ゑ日3 高格者タト林武、

1 大抵圏内ての過去の核J足験ザいくつかの人工衛星の大民圏突入に℃もなう雑誌原

子炉の焼長なピにより.微紘子ヒして大原中に浮遊している耗留萩分裂l世報鍾が、今日な

おフォールアヴトとして落下している可能l'生がある.核')ミ、験直後においてd:.強ぃ政分裂

生産i均による被射能のfとめ.粒ラォ犬故射、ト生物管(以下tj-P (Erianf Po.rficle)ヒ国各自己)ヒ Lて

.検出世来るが.長時間経るヒ、合Pの桟虫はこれまで困費量であ勺 L.GrP自身.PUの応ノト

パ一子ィクル論争ヒ関i垂 L 、ま t援墳鋲料中の寸ノ Pu の;支主量の+4~規兎ι創、4世i
内折検甘出1:法まの閉手託E力がが1可、望ま才れlていたo ;賞者ら[，;t、 1q76左手10月26日のず19回中園枝実験の際に、

実礁にいくつかのらP起子t梢集単語症し、白雲母板1サンドうィー1 -争以にはさみとんt~状粍
で、原子炉中世子照射殺、誘等フィヮ乙ョ〉トうり?(以下 F怖かと記す)を脱来したビ

ころ、 GP中↓こ巧存する i前進l主の核分裂世核種Lこ由来する特~~flりな放射試トうりク t見広し
た。その後、 との放射4丈向Tγ 教の針教から、粒子に令ま れる、核分裂岨核種量も且積る

こと力y' 可能ヒな勺-R..そこで、反対に、誘尋放射以内~5.lí←から.瞬争宇の frP量 t系めうる
ことも雄都し、札在て )，gpとLて区別世来ないま立子がら‘r，Pi:校出する新方去をl案l1三
こYこにも、弓ている，

こzてj止、 との新方法t周ぃ、融雪安芸澄中 Lこ移在するらP置の検公を行なうとヒもに、伊

丹性質士調べ/;)f::め.・竜説、重;衣竹雄主被L、GP雅世tJ各/寸品について行な、 t結果、興

味ある結果力1¥"$専られ亡のて、以予報告する.

2 試料は、同上物質の 4 ぃ上~)による?見入力ピ少ないヒ 13われる、融普巧澄1.1qgl~
3月2q白、薪r;者県安「オ市に 1集め 1使用し t:.手主主主風乾絵、回 lに汗てすように 2守Il、

ー方は重殺今?融(プロ毛ポ I~ ム十 l ちメ工タ/ -ル，比重・26f!;へ2.611/，以下i司重定使用)にかげ

蚤I¥J付融後、光殿層じ手並l百にノオ陣 lf::， f也方 I;!:.章者数分離(域傾斜(5"ず'Iff鈴;r2γ1電流
6 A )にかげ‘議1aに付着する強政世のもの 五五住吉話するもの、足語、性のものの3通り

にノオげ、 事~ fこ各々を、上述ヒ)司援に重;設分艶lこ主り、重軽/汁品に竹げL. 合ノオ晶1:志、げる、

~Pt 放射1点、'，>>，fr.ヒ Lて検弘、定量するために‘検出村i:'.l ¥.白雲母板をj判いー 5附 π1il有す

る10メ/ρ川府;J;(てl手さ 1'.511酬の it''}工--1'[.. 

:視をは')つげ‘この六の中へ.合分@J

の~:主主先場 L 、 t う l 枝の白雲母ては
さんて¥金ィ症を/¥ラ I ( IL ム包表L固定

lた.各試料を ~I) 工十 4誌に対入 l 、持、
手大jうや世予黒射¥t:..照射i立 試j京工夫

月君子炉の戸ソ Lグを靴、ち寸間(会熱中

1ト生子つ J~ エシス・ 2， 7)( 1凸Jiwfう作ない‘約

6ヶ月期キ却のあと各白雪!Jjについ

長匿畳[;1(;::)

)J()¥)()， '7) 

沈INO，~) 

;~(No ， q) 

図工、融雪残;査試料の，t成分ょが重;長分離

は lもとてつを・あち、ゃぎよ lあさ たか IJ.I -Jよ l ニミヒ J;j:"や I1::け l
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同有に主る工勺寺〉グ処理主行ない、症がした下ìS5 .1~ の量生育を‘え宇顕微鏡て汀な 4 た。
3 . t式料/110.2ヒ3がら得た 恥lv./マタ J ンt 函Zに示す.GP中lこ戒留する核サ!'l生技

種lこ1担来寸る同ss.ir.1J.‘ G.pに中 l¥:_'1:有する特4政的な被射ポト弓ふ， '7 1¥"タ- ~ i示Lてお')、

I.Uぎ均 r 分布を J脅する主堤白来工関われる均一 ~'S5.1iれからは、 )j 、きりとg_~せするこ之が

古来私百%放の碑廷にn.Lぺ持u良厚みを右オゐイ圏内の、被射ポ托弘Ty、教の密産i立. 各ん?画に

釘ける&P純子:農f芝ヒ間遅uており、被射;jiFiωir、のトろとノワ教乏のもの )J、GrP当')に含まれ

る核分裂世義組量 k粒手の犬きさに密接に関重 L(.生プ l) 図 2がら t日月らかな土うに、重

表分離の結果了1I.JJ~ ¥セん1&&1 からは:す旬、ぷ層に比較 L て、 i急宝定の i~射状F協Tド.教を得t:. • 

イ也の伶正面についても、顕微鏡下で GP 由来の波射~f日;'，，51ト宮1[ 1
観別 l、表 1にまとめておい fミ。ごの密1主ヒ、)司いた重兎の比

重からの童蛭l有/看の仮宜容産(それそれ五OJ2bs-cmf使用)ずら

車社管量当りの中葉走を旦維'):表 11.こ記 L1し との結果、明

らかに. 重い/オ晶に 2~与桔の伊捜縮ガイ庄 l ‘、 1 お 1)、大者~/.すの ~p
は.その l主定方て 2.'7以上てあるととが手'18.月1t::...耗造重量を考

rt寸ることに上リ、総"~P教を各/す長Jについて長めうるので、そ

の結果tもとに、各分屈l中lこ存立するGrP教の割合を息箱、てみ

た.結果ヒ 17.、電説伺砲がらの.強域性/庁晶に/j"、"が以上

の ~pが存在 l ておリ、梯'.，1'生あリ/す画を合めるピ、何-(.にも相当

するt:TP.敢になる.とのと ")eIl、伊自身、核実駿の牒に 被弾頭
を包みと丈、容器が鴻L佐左右する殺を主域分ヒするごと左京喰す

3. また強様性の俗画ほど、かっ重 II分画l:fピtrP当りの卜うり‘

ワ数はタタ.( Iあ7患 j芝核分裂世援極含量がつ結 3 ガ司、犬さ~ 1ごヒが.

この実J駿から観察された。 No1試料にっさ百九をイじ手向JこIry'，並
I 誇尋恥Tν 宮7主を;51J宜i仕 kヱろ.廿威/庁に お信JXょの

回2 試糾ずらの誘尋ヮ トラ~ケボ存在 lてユプリ 4P中に品業1をのむが巧官!て¥1る百f

イ ~'I :..-.九トうり 7N 9-~ 佐佐が示。をアれた。 また各分J11乙令まれる長身命械の裂佳品物

{叫 NO.2 .山 No.3 (1叱g寄)η 検出も粁な可ている。

表 1. i融者孫漬からの各分品中の放射状トラりク密lをピ合 P殺の実験結果

試料採取旦 26 _M().rch.， 1981駒井布)

且 』 警常設3を:韓、わ試料Nι 重量.(~)槻捕ヲャア滋lc.ñ{J 前立官出リの併殺(fl) 総，(10社 NoG lにp~媛史」柑的争伯l令、に

1 4.6 7.9'; X fO' 3.01)C 106 13‘g><IOb 1.00 

2 0.31 λ63メIOJ 5.47>< 106 1.71 x ¥Ob 0.12 

1.02 q.~2 X 10' 3.1>1 X 106 3.6&メ106
O.2b 

4 o.n 2.30 x 10' 7.b2x 106 2.13，1( 106 。15
o.6g 5おx10' 2.21 x 106 1.51 x IOb 0.11 

0.11 2、31x.. /03 7.71 X 10b D.幻川06 o.ob 

7 0.26 ιl斗又 1fT 2.33x 106 O./，Ox 10'も 0.04 

027 /./，9，(10) ら併x10b 1$3XI0& 0.11 

d.S6 斗Six/0' 1.73x 106 
omx IOb 0.0 
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2S202 ね葉く l与f，1.斗葉)I二お， tる投与干貧乏η 麦粉1

九州最多支管堵TQ"会 0ね町主明 手ヰ長う信

tvH寸犬ま苦宝寺都 百書T~:'I 宇 品主TIZ正

/、 目的

役竺担蛍笠公ぶ艶比二と 1d:1!え l こ 4 く知ら札7こ事実ずみつ、最近，.~手力柊
定所)句旦町二kニ 7・jシ 7ゆ搾ι Lてよく判明ごれている。ところがーち、毛ニ'1，)ン i'f7>
-羨ιレて 7ロλ 今 X -/ 7 ~ ~T ~てみると分析4夫問 I ~よヴ τ 安ヲ 1:~N.'1え佐官ぐ侍ら孔る二と
わしイし，;rふる。舟j音ら '"ð こめ房 l図。'".fh又 m わしこみるヒえん今回向夫馬表主 ~t ヲ 7ニ・方匂
わ今、，fz事:__I 二 IL~ ぃ l 与葉Ic b ぃ之年末、寸ピしてさらド吾ぃ 3~ 東〆あ，)、毛孔ぞ札の
来l二よフて 7芳-，レアウト等ω産婦問干柔3台、立うこ主治ぐええら.rL-る. ~.えヲ τ 司 υ喝F什.{1ネ

Ji，;<し 7:私系ぜ.':U.f主')方 p文多ゼ‘内容。ぐ変約る. ~ J二百あらドよ札ti鮮有部(へ '10¥杯分 )1こ

核兵羽生物質ヵずよく濃摘さ ιることがわ虫、アていふぐ、 fネ司ひ方法 1:J フて tオ純粋川文，)

込討を，:I""':I:iる.二酌ニヒ lこよフてわ臭フ T:~!l'1え1.t!;0ぐt与らんる可能+i."ゆる a

;$-尚昆ず l ;f~司]可-;;t.村、において、 1 斗 l t 2ヰ来け'J々 I:.fh又レリ納骨U燃の吋夫

主竹ヲ 7こ.昔 J:事鞘持 ιモ札以外品持介 p¥X較vtr:¥持 7二. さら 1:時下均及 U 空気中拍手町

古守靖之 b参考ヒレてう1')えレ 7ニ。

2、フ'U五

ね事し13 福岡わ牢盆の司ー珂点、ず毎司干ね又レ r~ 0 )与系及7.-."2年来 tをれぞれ 100ι200

3平和Zレ、 その昔寺 /IOOC，"草主成し T~ • 二文 lこ脅安¥;?:j中 'I.!>o・cで及川レ、万三介(I へ:2~ ) "t 

)E毛布 r~ イ直也/ inch } ~ <!: I ~ 2 1rU>L炉デ 4 ス 7/ri. '~J王締レ"( ~l' 1 えま正しが!ヒレ Tユ。竹 1: ゑ分

が今、、咋';fj宣?壬丸山ド酢ディヌアヒし T乙・

F寺下物，~‘河明両肩水t. '1 ;...アド 1#~呆レ、不完均 E ろ手作ピ梓ぃ J~ ~与戒 1: ついて')ン毛・)
デゲン再発7ンみニ行 ι、一耳元代コパー 1V トわた主、 lこよヲり胡村主物質主票制 T=・平和可，:ろ約

ど~ q. !;o ・c ず及川レ T: 後、火足支 ι 令明。て ;~'I え科科ヒレ Tユ。

主気中拍手‘zプラスフマイパーろ料上ド、工 7 サンデラー(!;oo.fl.!倒 λ.) て"3 ""年声明

桶集レ 1: 1".麦、品奇襲-埼笥主流戒ずう美弘 L て 1l~τみ釈し 7ニわめ ~5~'1えま可料ヒし Tニ。
方支身寸取引里'I~ ，;I /'!o96 ch 戒高分附主主禁緒川こらe山〉年 t l平干bZ て‘'~t ヲ i= 0 

3
‘ 

辛寺本

来IIこ之年菜い f11/4/o可砕JI;Z ) 1こ釘 '1る薬草取下ヒモ札以外的争下分刊文射性竹島震度ヒ

管室酢争l令左才、レ r~ ・寺 J:A 之 1: )司じi均斗。薬草当部とモ ，yし，)，')， 9~ f7\ h介自主主射民含を(労〉
E示し 7二. これから判附すると 78乏で

J柑 Ce 守t件守 70・んが葉鞘静ドぅ震構していることが

わかる.一方仰K'd華全体1:勾ード介あしている V rTl ヒええられる。巧千子、品科系が }~来
め測定 1:フいてい号らす1..7= 0 ~長完ら，;;ご n 在、'7Beマ川Ce ，;t I ~ tι ピ1;/集l工よヲ o皮 U又z

，yt.、 μK ，;;手長 1:占ヲ τ吸吹さすしる 7こmピあると考文./7乙。 川氏 ld葦lこ占る暗H又ヒ椋t:よる吹

Uかゆるヒ黒・打札るが¥孝 l二ょっ τ吸収立すむ7ニ紗めめ 70帆平良t;_ctフて吸収されれも♂ m

S今るが草草取'FI二?震鴇Z札ていると』及定する守ら，;!、 1タ81 与/ρ巧 1:お'1る2年葉O1'3?C
S'd

iづ1，'右、めぶ'i91乏・?J-らいえ ν じ、

tJ tしま m つゆ 2 ・7二岳、レまよし 3さ
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約70仰 (!Iこよヲマ吸収されに b のどみると1控えずきる。 この乙と l革、フ可-)¥，..iウト白

塁手零 E をけていない l 年東め J珂LS';案反ヵ"6~ 17 pG/kJ.笠荘度ずみることとむーまえする。

タZ..立Tこ'JfrN61~周年長め考え方主あては初ると、根から m吸li:iZ.t.J¥'友W]門lこチいこヒ l二なる

ポ、 幸 夫 ヒ 』 玖 し τいれ、どうか IJ不明ずある。

A_ 3 I~ 1 与葉 ι 之主干葉 l二あ、ける波射背む震度 m 経巧支イ~ ~ネレド。 19 f? O与 /0珂の中国 σ牧
実壊lこよる空気中粍3へm島W'J/981主~ b 用品手引先主そ♂後~;lえl二減少していぎが 2
与支1i> 'tめも智主よく及吠してレる。 1与奪:"'1耳、 6月以時l二万主長正始めTζ わかずみ'バ矧マ

角も伊濃度ゎ数千，t~~\\. 1981与11ノ/之巧頃 l与葦m将来煎鳥図的古文射取濃度がでや喜7え 怒 っ

てお，)、 J司B寺l三、 7Be ヒ与Ok 向 5震皮が・4モ，0' 寸矧 I~ j;IC.べ、て 2-1も程度 l;:_待つ jo0 ブ苛ールアウ

十号自身加ま 7こIJ生体問先枯代等が月幸四 E してええらtY¥.るが l~ヲさつしな L、.
表ヨ‘ 1~ 当LζZ 等主由主文射能護l量的経正司変4 に t 動ム pCrl 司セ!õ.)

J干量生堂 内宮I9聖5L司
IOfij '"司 12月

198ノ2湾耳
ぇ月 3]，弓 品賞 主!男

ηBe ワ3Et3L‘EE I 6JZJ4ZE斗‘O0 
11斗6.6 F宇修弘二7 /06$'.0 明 t、与 11 '12.3 ，。ゐ$'.0

131<電.2. 1:>'1字、). 9/)0.3 7fS、司 1r2.併.1 ，。ι守、。

l抽'Ce. !I?.2 1113‘。 /12.‘f ，宮昔、百 f:Z?‘S 113.午 ，，/、ι 10守、宮 B..I 
宮佐官、斗 $'96.9 I;o$'，官 与o ll-~2 301，2 32.1、苦 21宮、a 2.12‘B 2:Z?，、宮

13'1ムl..S 
16、B ιz 12.'持 13、aι 12、主

A?守J、1 11.。 13.2. 
二>7.、。 ~S、 ι 5"7.‘/ ~2.， ，晶‘。 ).，悼‘自 22.'1 え之、t

t目Sb ，宮、曹
~守、1 4-3.9 $''1.2 <<年、Z ]3‘7 5"!i、亙 .2.".$" .2.1;、7

&4M阿 s守、 ? 9，1 
等2、.~主E 

1ft‘畠 "謡、/
10民'Ru 14.ま SλJ 

量昌、7

I.~R、υ
E九

'1cz炉
，3.7 1.2..!i' 

39‘。 〆02、E 60、宮 .:.3.1 II~ 、& ，‘宮

骨'Nb
2..ヰ.ι ，昔、1

u2L?ゐ、、ιq 
'>'7、f :>11，2 

a，守/，、量与
269，8 二'-19.7 .26ゐ‘。 q旬、.. 〆9‘♀ I~ι、守 /2、0

色。k ニz.，'9‘。 231品9.0 .>.$"99，0 亙"も歩、0 年07:1.0 2.0♀1，0 /993、o I$'/)~O み6oi!..o

221 恒三Q_ ょIS品。 主主主回 ft3、o ::t!i~'J、 0 ニ2.19昔、。 190。、。 '7"也ι。 2:包77.0

上手定・ 1'尊重

下手主:2営業

今回同研究で、 l昇華 ι 之主I-l..，;!.明らかに ii. ~IJ してええなけれ 'iなら~，fいこヒヒ、ある

秒、注 lこづい τ1'6葉鞘和め霊ラ零，~ r~，1f<.以上 l 二久きい乙とがれかヲド。佐ヲて乞エタ')ング， ~ 
F祭レ'z.1ロス十エマ 7t汁う時'd、この之点、 E苓定しなけれtずならな γ 。討論令 .ll;!ι r-r
以下年め戎'iえ品わみ幻もで鞍45司る号えずある。

立南i.. 1) 百!，.南島、事 23回放射代学n誠会予稿集 P60 、 16。宮(豊中、 ， q '1~ ) 

1) 百島・ 5本・向島、手広周波射n:.ぎ1":rg'命令子椅集 p，qg. 3Ao5' (除応，qB1) 
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28203 環境中こ存在する放射性枝被の定量(む
中l誠実1敢に主リM 之れたl判品訪苦手放身中性側主

u-¥]、島良男 L名丈アイゾよってじタう，古 IJllE各自月(-名1大理)

1 J{射に存在する糊持Eに崎重したι強の重零性は近与ますます増しで¥)る。鉱q

は1973!zt以来種Qの環境試料中の放射性核種の定量左続けてまてけるか，タタくの試がt-o、
ち核分裂生訓却とともに~昆JE4門RYYJF7G， zb/60Co 在どの中性ろ誘導拘f性核程日蝕し

てける。ごれらのタタくは生体に童手否定2柔ごあリ，放射殺93響の面d、与興味。、持eltる。

今日は 1976年以降の中国核完唆によ!)!1~:tれた誘導L断材雌権にづ~)c:丈i配地じん

tt料の;則定結果|こもとづ主張皆~3 。
2 試料の採取は名古星大l芋Z里1芋喜f/~館昼上にお けてあ、こな~)) 採取袈墨ヒしてハイ

ポリヰーム-工ア、サシブラ~左同~)た。フィ/レターはグラスファイ}，'--;j紙左使用し，

7 rv 3 日間にわた~ !~O~μoo m::の大員五通，した~ Ei-e(Li)千導体検出器によ!)r '*車λ

fぐクト口メトリー主主‘こなコ克也に，メdいトン殺の熱核すミ竣。、.あtとなわれt崎の試料!こ〉

¥) L Iよ $F忌の現JJ主ι試すた。活様抽出?えおよび‘陰イオン.3t授去によ〉で~"離精製し克執の
塩化物lこリシ醍左右u工た働こ乱必シンチレーター左ぬ乙， "色咋シシチレーショ〉ぞうウ〉ター|こ

よリ主主昆の放射繰きT判左わとなった。

3 検出、定量した核種左丁ゆle1 に不し色。測定結果|詰4料1'tJu.時の松井}nt~牧万‘毛わ
しZ妻)1))同--l-Cet..1nC与も.vo2.;τある。中自のλ弘幽内被曳喰|ま797{df 9/~ 之61J (/7&J)， 
1?7〆年//FjI7S(ユIiヨ)， l777!fCjFf/?B(2之白)ノ n7JafJIj/S" B ( 23 /ij)， 1711今
立/ij/チB(2，)&)宏よぴl'!均年;0，守17tJ(2t色})に志、こなわれた。 h，ble.2にiよ訪導

教刻位設住ヒ l叱εしの原手数じじ左枝実験の阜、こなわれ主臼に換辱しま、 L1:_ u 民同 I(}.:~リrt~
き~J作会式j科のすべ之打投昌之れた。こと|臼ヒ261~11d:) ;éJ"トン私η恥核実味τふ~，付句凡，
SSFe 'L 8ð'γかノ従~:L札τ\.) る。モれぞれの生時:核jおお|志5斗恥(1'\.， Iコ)s~Mn.， お品作， 211て)ク厄，

:t'?y(冗 2九)ii7i-γヒ誰史之れiも品、よぴ、 γ心、I転手の砕末、iに化財 1Yl-C'.、ノヨことグわゲふま

た宇お〉説中IJ生与による張;瓦九百:1j:S判凡/ρF与の尿子数時iユh -t‘あ VI j-ρ広J丸のさ主中

性ろによる技向元τはO.OJ，-"2.' あ 3 こにゐ、 ~， 之!@と之4 垣7 di ，1五tjEEitzlfElJ3性手u)寺
与が丈之¥.)0 Jヲω/ユ数百キ iコト〉希ムユ;込I_'i)に 23凶/;l:..tム;十'fU トンボムの，怯宍喰-Z~あソ，
Iフζσども寸投-zt之れe.U る。住民砿J泌 IJ，.!;-irNi(Yl， pn) srreo J !;~)ljì、(パ，ょnJ)'~'\1t' →Y!C0 1
S-d' M' (71， f) よむと41Î~え之れ， Ni AVJl'お尊材料中|こ含まれい)~ 0 またユ3白抜t灯食I::'J::リ

生成主れた訴事倒す性枝;世しじ乙円以半減昨l/O心()"'.創立礼三 1)::3。生成抜臥lよ

1>もb 仁7しり υちらと3色jjZ之れ，特中 'l'/1.~ーの捕4互_j.)_jlc J.f‘事王たt_~.<ノ主，.f'\_ '.~ Q ~'(t:_コ之 S1241fE
l震に")() (_IどWi(nノβ)6~与えjえた、IJ ごとよく JJサζコ(バ，りペピ与瓦j記6、';J'テム乙¥dに児わ

れる。 l\，( Jこみ之主たように中国弘主較にふこY 生iÃ、討した設事故貯'h孜庄内断~}J域文政;)
fも?互に侠存しτ.\)るJ0.2 同州のよ;\こ技突験~)制捜I..:.clこう J検出立Jlる lえ他t--rJ~ø s古)も

もi司社l司、均ノ堤弘技、主政"i't守るこ出土れる可日羽生ずあソ I :'t10J主主ホ1こ号ョーこりな tJ34糾i乙フ

~ ) L..も司)5乞-s.維r忘するt:之τ・ある。

こじま 土だ品、 J 寸、 ~j./、りみ-;:fi之
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古山 1大負う季語じん中η制、生手誘導放射性ヰ去後:島支(pC~/! 000 m:つ

Samp1ing 
time 

57̂ 
1.-0 

(272d) 

55
Fe 

(2.7y) )
 

A
u
 

n
H
nノ』

M
m
-
-

n
u
T
q
J
 

F
D

「也、

58Co 

(71 d) 

60Co 

(5.3y) 

88y 

(107d) 

144̂ 137̂ 
I.-e l，S 

(285d) (30y) 

Oct. 1， 1976 - 3.0( .5) 

Oct. 23， 1976 0，38( .10) 8.4(1.0) 

May 9， 1977 

問ay 24， 1977 

May 15， 1978 

Jun. 30， 1978 

0.8(.2) 

1.2( .2) 

0.5( .2) 

0.7( .1) 

0.9( .1) 

0.3(.1) 3.2(.3) 

2.3( .2) Sep. 24， 1977 O. 70( .10) 17.3(1.2) 

64(6) 2 .4( 1 .2) 

54(2) 2.2( .4) 

0.7(.2) 58(1) 4.6(.4) 

0.5(.3) 84(2) 5.4(.4) 

90(1) 11.1(.3) 

42 (1) 6.7 ( .2) 

146(3) 7.1(.5) 

Sep. 28， 1977 1.67(.35) 27.6(2.1) 1.3(.5) 3.7(.8) ー- 167(4) 12.8(1.1) 

Mar. 21， 1978* 0.86(.05) 5.4(.3) 0.5(.1) 3.6(1.3) ーー 49(14).3.2(1.5) 

2.0(.1) 7.1(.2) 0.9(.1) 71(1) 3.8(.1) 

2.6(.1) 8.6(.4) 0.8(.1) 89(1) 6.1(.2) 

*降下じ‘んま託料τあ')，試料lこ舎まれる放射舵勺仏τ表情。

TCtbムユ誘事玖身判断ゑ稚乙削〈主にの原3数民>(枚、美草食時lこ換算したイ孟〉
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2S204 大須圏内核実験t:よ3.NM見な X長寿命放射'f.生接鐘の生活i;っ、 3て

(.f6 7zJjl.) 。すノ，)s多ー併・(_;各大アイソトー 7'・乞シアー)

小島安易

ノ?そ領周〆1核兵器実強ιJごヲて核分栄公減効以外 tこ d タ〈の核反広生点物);~‘っく会斗tで

ι) J .われわれは大告を浮遊J塞.:p 7ケ~ s-ピOJ Jで"'-，巧吋え J stfFEL ら止どを娘三~~t:萱 L 1:.:.;1;¥-

p これらの中位争z雑草点射他核謹司継ピニ豆J1'N，:ぐヌ S-X /CJ4-1j..) ，弓0n..(.3，クパ/o"'5f_)

なといの戸長手令接種;j¥"if_成とてけ.3(まずぜあわそ司生成量r却、~ず L t無視Tをふり蓋に

なリ J 「宇畠盛d).il!1.:î.，j<.'ムヘ司流入費丹波:lJ芝J 与と:勾、宇宙イと掌号研.$i_(こ毒4ZZ主李えJ1.~主口

重 L て Jリ之三点わ->h.~ .本殺さまイはよタλ/乞 4ちょVo".r31l1'凡司地三麦へ司峰7雪をイ辺町村主ミト説

草赦J剥/'主核維のJ右差値を剰J羽 L て推宕 Lノ三重苦果~鞍含 ι ，突然試斜、ヤの ;'1]:/定治果 P 向島ご主主

l::'づけて45長、i合す J• 

λJ名告/霊，e!t;J"(ニ歩け γ 吃宮町大数十司港佳品 Fヤ‘ 1(~示す迫リず 3らりI _司/d!(こ十

后1，ニ q上3核兵器実載カ¥"6四みこ与小k て‘).;3. ".3'7 e s 司法度ほか参リ支創 Lてリ d7十l;ダ、

らず‘ ιさ:減少傾』釘をとフてける，、二2:5.:;グ半:J;、.L';Íア=長ぷるp~(ま最京に品、 ('T :J T.手7虐ナの

殺』付従品凌をノタ;7.f'字オ、長/)?7J若手どご斗ヲ/三ってj助史i__/三持主要:tf穀毒事 ιてけ J..01・〉〆を伺時l却

変化 t争点争点司が茶とよ〈 -E欠 Lて L33?J#メグ見/u乞5 司 放 射 地 比t;j.7五LムLに禾

すように般実職中高・=るわ>hhP手点 -2'<:1，/6 _..._.. o. 7~之司，N厨ど=入、て、づ。よj
tY/，乙ぱ

.#Fe (n，_以〉JhlZ+，吋らど均.，/，，7包〉 母校瓦イ吉、寸:生成す J.c.，/Jえ-;;>f，.J J生 め ら

.!t'Fe.司生ぷ重症今沖に ιて生成量Jが推定でを:3. .rt' r-.ι/ノ2乞 s 内放射能止を 0・76
l. ， 1.?

'7ム司蜂アゴ釘 o.d'-.t祝 Cι.km.-2/-/~ すJ と?J rヤ主 U 弘グ凡申坐点齢制長 Z

J早/..l'..!ι保定す>h.d，.J".3;.r1月間1'1+ア重手はノ，6X /ð fr ιιフ72S~dzy-1 とふ~ .放射見:tlニ按

草ナ 3之￥ζ ぷ X/μρo-~ d_r>舟椛屯 #fzツ〆/声→J~rに=相寺 L九， Bιι" b‘ιbムレy'0?7.冗7.";オ

雪~"七之，~之乙土.::)，玉少f-) X /0-土 d/，少明n 地.吐之_y -I と Cぽ~ci豆~一5μえ ιFて'、 3. こ司 -fえは字、設主ω金本

す 3 止3M... 司冴7士長.è!.枝，ts~手安識に .J:: J 持 F 量'.7竹取ι'Í.そ 253 こ之~ ~-T-: ι て、 1 ~。

3. nノゾ4・ r 式 þC八んγn ，.2 n) 反メ吉、ず生ぷすよ ~Aえで~*~ g 議Jf:rゼJ・どま λ/γ れ 3吉宗す J~.ぇ

射性核種L:;J:."、婦嵯司被兵器史拾のあ、 z ふ斗つれた特にのみ桂ニ主~~4-~J 司て.ン年初勝千重子をか

3のほ才、なツノ三十寸:品J，ニmょうふ核兵器タ電車に法7)事す Jパてこfs司長を思技穿S設に:芽〈

ノ3"C宮 司/メぷ伝王主 ι . ! 'げず乙Cム，〉o 之と< S付9/11<' 汐‘γン勾ど .M，~な核4反王泣広、ゼ.竺成す』と/ヰ孝〆λ之与と吐， 1五瓦込L仏乙ム£ 

i μt二不示す

イ」皐主「ぱま 3 x /0ヨS'，d吉計ι白 n玉 例 .zy-1~ζ荷妥恥名脅能邑と t て よノX/刈d同"a;ρ 骨珂霊 悦-2.之>，-1) 之淫三な 7九;.考争ν忌
チ)

_;:!=.に--bニl.>hて、づけんf正司葦イ会界諸 ι/=...{jjr: <::{ X "0-チサ向子7Lqy-r〉 と よt鞍す Zと小

士、、ように点4ヲ*'-J ~\'~々はリ法案m対事rニ Y与 3伎町よヲに変わ.h， J. /タd，o !if.-1-t:/ニ「ま

返;fEのめ/t:Jイ多目指'flt拠地凌点取t到す件〆ミこど香炉会->hで‘寸咋ずF説/tiよヮ t.(.tJ ->?'I= 

;名 t、場プイ重-)j子千11dfオ'2.J .五えを /jJ.:50 年ィゼの冴下垂ピヲハてより，(.毒手、; i ，イ左を持2ふ

う tニ桔討や τ~aち;3 . 
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2S205 調和d効'1糸のもみ・2ぴ吃s

{責守人埠工)芹H常 子え1支払 OIfI森絡3 ムロ券会

吉良る表後
ノ子論)閥京平好のが薗1~ J7 'J~争拡t，陛希ヲ1tP') ~見括主調べ IJ 1:'拘・ラ司川ι1.-1今序"1およ

び静t小牧愛び'l's.γヒ吃s~久号i し f= 0 TJお試料ヒレ T嘉q-耐えヒ束手喝の鶏1Ki抑え九
F包t lJlナ責主・浦裁，=，1 主 l=trU位制定予主主Eず~~李賢~t'Iイ万/'l娘三五五周川、吃þ~ ，;ト

者革、婚~I こ 11 ‘1 ;-毛"tず〉副長7ン毛会句ムaえ議長主主的ν、lAt"、、同ー訴桁かちょの 21支
殺も企続的，:1ft格'"rご。j. rこスト 2 ン十ヲムの Jñ'~I1 J~ h'ρ(，1、担 1レ予ウム名撃のか、都、

新の端~_ }j íf ン京事長壮離の手~ 1工、骨 tし予ワム ιストロシ寸ウムのJj令秘主4守1r.よピ‘吟草食
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2S206 柏崎、戸J羽地域iこ合ける員免訊料中の 905γと13そsの手動

く新潟県公害加) 0熱せ玖丸田文え南忠良

粕崎、メサ明地域lこ198>生十10月庫、手刀稔電所が、志向予えで・あるの T'I tのための争向調査

を行ってける。 今司 lま1180-1何 lヰ皮に採取しt試料中の 7asrfJFGOト析結果につ、べ

報告する。
言明とし ll<l:路紙物(航，放草ノ久枝~p) 柔苦p ，カレイ，1'オす，ホ;.. '1勺ラ

類，精米)，松菜 I r.主土，:執師、物を周りた。 試対の抹耳又，分析:久与 t捕手QZ#'i'，斤縞-
rMt性ストロシケヴム州T;し，「技第十11-1:!.~ヴム州法_J 1:'ヰじて行った.

結果ヒノ色集)
若r;烏苧の l有71<..ちフ中の 703r，l37cs降下室iま/98ゆ年皮で iま千れ 'r(ll¥0， 017 ) 0， O，J. 7刑 Ci，4"，e

であっ， 137Cs / 9051'" I'~_ /.、6 T'あフた。原丸中の事'05rI 川Gの年j司平均値iま/980年jkl?守れ

ナれ λる ム 7pG: /.1.. ) /作/与皮lまほ，午、opCì/乏であった。状草につけマ I~t利又時
期r:.よ7衷 つ判Aを示しいたヵ，， 9

0
SrJ"::つけマ liIマの kヒ玖射民〔 代 rイラr)l;t 1司t千/え

でtまl司経皮の伎であヲた。 久根生時P ヒ柔苦j) T'1立生重宝あ夫つのヲ'05r ヒ I:I7C'3放射~~，t;tlま
薬害Pの方自V書1‘はであ勺たかげ'051'""の比放射鈍1:'っ、，マ i志向-zzV今の木隠れ業者?で・はl司経fえ
のl位?あった。 β7CS/905'r 1ま /9 'to年足かの本O~7、。、必"- 0，68ノ業部1・1喜久O<$̂"0、91で'あフ

けす・れもデ'051'""の方が・i布、，ィ阜で・あった。精木中の'1
OSrl::'J司し 1 IJ:$也、色)司のぼうっき I~少なか

ったがβ7CSはかな?I~" うつけて、，た. 3毎ゑ物につ、)11まけずれも農，AA切よりもイ氏、p放射

仇ゑ月ll"わっ、持κカレ;， ifの内1'"1ま於M良和人下であっ穴 a 均株植物ヒし Tのを業 let

!私の A年玄を使用し代!rj，¥'P7CsκJ到し τl立 B への r(;/-J~ とかなり，;):'うづ‘'(、 p た.阿古1'" 1 主

c)./， o~ s60 pc...'/&~ の挽l到で，守の比君文身村'~I<つ‘ '1'占 4仏~主 1 pCìγ制~ '1:.かなフ吋乏の佐

を禾しマ、 .tミ. 隆之1::司、ぺ l主主"( 0 '" S(骨{.)の方 0\' 下~ ( !5 "-.).0 C帆)の方-Utぬ:員及

ょっぬかった 13'\' ， これは夫涌 V- I初ケ~小が・多く，下浩氏 I~;f包ピ買が、争力、ったためと堆えさ
れ穴.7毎月L堆ヰ毒物κつ‘'I.ば?与は LT.D 表ー l 局私/卸年度の箱崎・畑地域の臨海醐による内部

~ /1 fι・/匂誌で・冷対した訊料の半やが・検 一¥一一一
年度 種類

90
Sr 

弘限界以下て、あった .β7CSにj到し Tは料

J:.I資今右?坊賞。トの言ザド氏ぺ10イき非主jえ;司
、，佐τ、あっF-. 食品宇の 905r¥:: mCsパ

よ3内野社l立、く線量の事えを「環t.t3X.射
殺毛ニタフシ 7・1亡j到す 3均4tJ v-砦つ『き

lTゥた'1:. ~う/タ80与え('1才 3，~帆川叫/年，

/デí51 与えア I~ 3，&帆胤/年 k内経友勺佐

であ')(表ーリノこれを Tゆ戸よる豆町

線量の佐(/ 'fíio 与/支~ 6$'.01明尺ノ 1'181与え

1930 
年度

I守'KI
年度

業菜

牛乳

魚類

海苦車

合計

業菜

牛乳

魚類

海藻

糟米

合計

町田/年

2. 85 

O. 21 

O. 040 

O. 034 

3.. 13 

3. 24 

O. 207 

O. 039 

O. 034 

O. 137 

3. 66 
(3. 52) 

137
Cs 合計

町em/年 町em/牢

0.. 042 2. 89 

O. 008 O. 22 

0.. 017 O. 06 

O. 001 O. 04 

O. 068 

O. 034 3. 27 

O. 012 

O. 010 

O. 002 O. 036 

0.. 015 O. 152 

O. 073 3. 72 
(0.. 058) (3. 57) 

は 7帆尺)¥: tじヤ~ ~ s仏経/え7功フた. ( ) 問、稽米を除いた合計

ヒのうちし'1"ま号・まる7三ふみゆき・みなみた汁かす‘
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2S207 3毎水中の23守， 240Pu.の鉛直ぅ農度介布ιお在形銭、

〈金沢大理 p 東支歯科だ)0中面左竹ヂ険智f石 )1¥嬉壬

[1まじめに】

空中裁実験l二よヲて大気圏に放出さ札たPu..C孔 2.4.DR比 約 4-00kCi.) I志、大気時水J

河川|オえなど左l!_じてう毎洋l之念たらされる。乙のようにしt海水中t之入ヲたPU.I之ウ ωて，そ

れがピのような魯在雨捲にあり，短期的t三ピのような挙留なピ村観測さ1/しるが乏荷先する

とじ崎、海埠1'::'おけるPC.I.の長期的な行方討を剰寸る.t..i'童零な舎がかリ主与之るものと与

えられる.

本研免z" は.フォールアウトHl>>~毒ァ1<.中でピのような在在約態と挙動主示すが主雄主す
るこじを主邑的じして，外洋における且杭24dPu.の鉛直堪走分布定検討し，また，治岸乙外

5羊の表面進水中での粒3-Jl.及着態九の会九 l乙すすする割合なピ在検討した.

【実験】
本砕九の中て、z刊 2仰pu7，患是の足号主主主地した外洋の環定f'J~毎水tま，東大海洋碕・白馬主九

のKH-71-3;告と (1守?'f年 6月""， 8月〉およv:.KH-82-1;~ く ('1 82 主j:. 1月ゃ 3s )の碕先般迩I三

台L)て，東大道洋研で崩発された 25'0ι犬量様1K奉左用ωて様耳元主此た乏のである.また

， ;;色紗剥くtま，東大迩王手荷・大佐蕗鬼舟鬼乞ヅターにおりて ，1980年 7tl "̂ ~ J.I 1..，大植

者の毒フk:~海水取水張置主用 ωて採取したちのず，取71<..葉重心及と tずただけの屯水 900 1.
，かよt.̂'./fX..7l<..掌置 1: 蓮」告主札た密閉翌三与7101"過程置で~r.過されたキオく CfOOÆ -c."ある.撲取

された寿司ι試料につ凶て，まず鉄J宅地によるぬの荊穫縮 t4j-ω，/うとりで注イオツ去と喚樹緒

方ラム戎I=- よる PIÁ のイι3草分離合ょが電着~行">， 0ι稼スぺ7トロメトリーにより制2.40pは

左足量した.一方，外三羊迩;;>1く中の粒_}.lIJt着捲Pc.l.巳落る態R止の.分別主主量なピ~行う目的 τ? ，
KH-32-1 ;欠航迩1::.かけて，道水草木葉百三よリ蓮続的 t三三及U ずら札る表層進:J1<..1!..，ワット

マγ玖 鰍，No.541 (却ペJ25)A帆の粒j予定L保持〉→富士フィ Jレム・ミフロアィ lレターの払廷の

大をな色のがら J慢に通i且(タノ4札...1.2 〆札→ 0.22. 戸神し〉之也，さらに A帆~e:rL'Lte XAD 

-2→Dowe.X 1-X8'→Dowe.x. 5DW-X8'の樹艦長良定通過土色た。フィ lレターに樹脂床乏通過

した迩米，::.討し "(.1ま蝉誕地走行し.)， â:.た宅γフ~ ，レター乙樹雄元t之対 Lてほ灰-It.J"t1'f.，之，

各晶令中の域別Pu左上誕のわ去で定量した。なおJ 一連のフ υ レター乙樹A旨友定通過す

る迩水の赤丞tま， 71 Iレターユu九での粒子の破壊およが樹雄 U与水の時触時周忌ピ乏寿走

し之，約 4机4φU~f じした. こ由よラ 1= し之処理された屯オくの量 tま170-t z"あふ大右主

三善的海底堆毒物につり之，九くTIr， TV)および‘P止(V，W)のづ子炉j主量モ絶対した;jS' モこで・

1まフ 'Y-1じラツヲッ共地主去主用ゆた.

[i待果ι老裳】
f 〉外三手三毎米中の:l.~，2:何九滞在の深itタ布 KHーク9-3抗専の刻点、 I 30000'N， 14-504.5'E I 

にぢωて剥主されたお'!，2.4dR此の環度分布乏図 1lこ示す。 2~'i，2.判P止の護是極大が 4-00悦じ

700仇にあうわ札てりる。同様のづい布 J門一 γ て‘ tまあきが‘ ，~ ら l乙':/ャーフ。なー濃度極大ilr

ながにしたがし たけいみちニ りしがわあっ乙
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KH-n_-{抗毒の剥点ノ doorN，

152030' E 乙工二今 z ト.~ 7労量

Z襲の両方約 1000k悦〉での環

定分布にあらわれ之ωる。図

iにみら札るような業主雄大

が、 5毎水表面への 23'i，.24dpu..蜂

下の雄大く Iq5咋， f 'f6+-年J

に対たする色のじ4反主寸るじ

， 4-OD̂-'ワ00帆に奉注す.;3Pu.. 

iま，平均約ヨ0.....，.・74f の丞度

で地障したヒ雄主できる，吃

しL ，Rι(~~>I仲の王季五巻けん

5萄紘.)，之成着して北砕してり

るじ推定芝れる. 九乏宇旦ヲて

地砕す 3雑 J与の比1主主進水の

f. 1宿ι仮出色した場合，却悦

)'V"-fで5忠雄する色のの粒子圭t法

的 5)1.悦じ推算之れる，

Z〉進水中の紘J-DA着紘Puの金払，'=-主寸守 3割合 走水中 l乙在進する九tま，どのような

割合f維 iトl'::..吸着してゆるめ怠棟討した結果， ~ず大越考の5毎オくでI~ ， 教ß..悦の純芸まで

左京刻する能7J のある戸頑張置主主盈した喝.;>1仲の訊240Pu.~最度ほ，京通しを ω屯)1仁のそ
れの約2'1必ずあフた.紘j..lJA着稚であフても;rj主張置をA9抜 '7.3PuJfる在寸るじ考えら

れるので，大槌考の落，;>1<.中ずIまJ ヤくじを引見のPL(.I孟教)l:'WLJi火との桂ミト l乙4着してし〉さじ

し〉うこヒになる.一方，タ十洋の表ノ審水主4珪績のプ..， Jレターじ 3稽頬の樹橋床例融通過

立せとて得られた者米中に Iま，何色通過立tてなり毒水中の Z時240Pu..3:農友の 85%以上の魂~
d剥主之*-た.沿岸事.;>1はタ十三学毒ョに乙ゼ‘示通の方z去が異なると4言え，組3-D.l着捲Rιの全

九"，.1"寸する斜合あ7骨洋ヒタ十洋ピがなリ異なヲてけるニじになる。乙れらの結果ほ，今まで‘

作品の苅先宕によフて事法主札て凶るとに ζ 矛省 tましをゆが，j'_ ;-'L:r鼻毒水の場合，屯町中Iこ

春左手~PLI.は，隆とですで‘l之上最紘2トなビに坂着してしまった色のが勾いと言うこじゃ，

三官鼻毒米中 lこ t立証着岩佐の大きり雄j予が争 ω じ言うようなこじ;;~為えら札る。そして，外

洋三毎水中のPL(leI:，米IL)..;l疋物質への成着 l之月日し之，がなク Lタフくリヒした速度で反友:JJi、進庁

して¥.)るものじ推主主れる。

3 )沼寿志水中の粒j予吸着態PLl..の酸グω£経 大雄5奪の三毎水，::::かり之、救J子地着態PIAの

金 PL(~二討する割合 l立ワ1% 以上で‘ある ζ じ乏述べたが，このような粒3-成着縫PUの麗おむポ態
色，組J-.6~・北埠し之行く先sの迩忠雄末毒物中の PLl..の離必灰岩島色分別是差するととによ y推定
し之みた.廷の結果，約'72%の九1ま凡(JIr:，iγ〉ずあ 3と乙ポわ幼った.犬槌玉誉迩水中のRι
Cm:，1V)lますべて粒j子民政着してりる U友員三す;3t..，大撞意喝..:;71ぇ中の九のうさ 1II:1ah，TV偶の

志のほ的却件以とにちう雄主になる.

本石青鬼主事Z施するにあたりえをお、世話になフた，東大事希持・白鳥九の乗組賓ち、よ以来

船研丸者の方々，東大事三羊荷・大雄蕗迩荷実ミセγ ターの方/.l，~ J 事く感謝ゆた ιます。

239，240 
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図1.外洋における叫出払堪庄の3果度分布の一例。

乙のう則点 l立，太平洋の BJ~、く 30" N~ 14-70 E )の止く

である.
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。2S208 ;;案成守のトリヂヴム護茂の:則定

(孔犬姐) 面lJ~，j 幸 oヤ村:恭堤 Shjb長正

(序論〕

規丘ト，)乎勺ム (J 過五の根菜、税忍II、のものが身、 3ガ流試よ 1)J妥筑ギ八古文弘?川、、る

ものが 系舟，(:主Øx.ずる量~ IJる1]¥にうれまれって、、る。J.T: ~守系エ子 1レ苛<!1- tしL{を

紘念fll~ tc fj'I進i:(:っ tll 1表現ザへ iJ.:がうれるトリテウム l手1ず1す1管加し Tいく司従ほ

がわリ 訳出了れ T:トリヂ々以{ご」ゐ入品への影穿F 問題も f々 ?玲乏し rj11 ftはならない。

せの T:〆) f究(:rの殺現宇 1:お qるトリ千勺ムの Lへjし j支びウナ舟7( :つい T肘勺 Tおく，¥{王子

がわる.

本所草tf 11 失認がずの卜'}千ヴ μ:震震の i現'1定ぉ 1U:t初試料 j二犠試料lておりるト 'J

fウム:震Jlのか利 En 1jっT:刀?級与すゐ。

(麦、殺)

1J東淀弘斜 t1J ~1主
1)海11<' 巧 "1lJ<-. 昨派手のすて ( :オえの形 T持丘 l1いる試料 l手 必表裂の主活張itl岡

、、 Tえ会(:転回するまでZE38E灯υぃ tt¥料とし T:， ，，/お委~1;の前(:不?毒物 i=r ~，!し 7
取 'J1徐c'1ぉ、、 T:， 

2)主均試料 Lごお、、'((1. ト')干ウム五舎苅水分守のものと組織絡さ711<.f-寸のものとドザ

11 '(耳日扱っ T:• 気料1J JI:.ぷ惣笠雌ム丞週要lE師、‘ T鰍?ぞ fて。 加 '1'-1;すlJ

一試料と張童 m聞にづ (T{:ドヲ Aアイストラ・ノ l'ドJ:'J回収し{=. 組織J&念水素 IJ:今

回事~H'しT:紙坑張重lごJリ 乾球lT: &i九判lf.!!:;坑?ゼ JK t L 1回収 tff rjヲ T:。 張蓋

E回 11:示す ， f!.~坑張 tlユ内経 1l~'tO糊 -b. ，" /怖の b美幸 E主体とし 7お，}Jq N'II: 1tち
咽う裂のヴラシジ't 崎えてじる。~飢えず 1~~P 1: Il 不元企球王えがス í~空 il するにめ 1: 0$メ

匂虚子 1レミずぺレ，，'ト融-1(1~ t&〆i'( ;nリ 11Mえい-1iiうと子じはじ-1 -1: 1 'J 2S0~ JOO 

1 日付 税 l'(おし j T:紙々 まザ T峻jl'..1Ji'μ こるとを現ずるのず 荷主味がサの 7益環 IJ~存 L 士
十ェ、ソ 7してお?' z.sO ~ JOO O[ 1二i手づ J うLこする。 tri悦宇.守宮内(:IJ Nzど 02[:えし T

いるが マの jえ愛111Jlぞれ 10-メ-'1 1'&両日下し 1 おリ、~vg (='，えず奇'J1= ')ザ~ 1< --( 
J昆合し シリガヴ，[...(: J ')オ丈分 t~求、、 T いる。 試料[;1:ぺレ、ソト i丈(:l'しス氏子れして ユ

吋 i，[... f，及てつくっ T:;1';'-ト 1:のど'(. 1 t7l新I却(:へ t¥. 外部よ IJ1]0斜 L'(議):K.-:ゼf.!f;'f;え?

ノぜる. 44i4tL二 J ，) 'i..じ fて11¥.'ナ[Jド11 1 Aス(:J ，) 回収t.1'1 1.;'つa 会苅/)'-11]'および煙f

tえ1:J IJ ~主じ T= 1J<'ともいj5，詔[ff 1j "試料 rL T:， 

3)ムF煮託料Fμ ぃTもト'}ヂウム t&用71<..すくFのものと雲清掃脅¥t'IiJ1t7lものど(:/1]'111

取，)扱う二と(こ LT:. 念局 71えれJ Jt，差;終的乙球~tZ 重 i ご J '} 回収し き苅可後tりザのもの

(J 含局苅 1投開~m;:えするニピド Jリ1.じ T:JJ<' 1:. L '( ¥釘収し T:。 回収し T:71<' 1 J. l' ylぜ

れゑ 1jl '11 ri、， t-K科ピ LT: . 

もιL;iのリ~ ?' . 1iがi'らィフすの') . T=が Ljよし iご
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Dry ice Inlet 

国/ 感f先私塾

2.:-則定

:世|定孔J1IJ. ~.九料 1]\.ω m1 r ド- '1 Aトシン乎ソ-1L. Eメパ ω-m1f /oo?lliのテってコンパイ

ア}し 1:入れき同裂し T:0 市，)え1:1J:佑パノ 77ラウシド戎砕シンヲし r ショシ刀勺シデー(

イ10向 LSC -L B 1 ) t ̂貴闘し :Q')疋孤料 E 張 -t 1-t~ 立方制しにの為;~'I，Æ_ t占合的 fて。

(お求 E考iJ
ゑ1l:今回婦ら HTて、結::fi示す。/司，，)11えのトソ々ウム:Zf111ω~/oOpCtJlの託唖1f.hヮ

T: • 3つの升 JI)1: Jるトリヂ勺仏課長の進、、 IJみられ Ti刀、ヲ I亡。 よ;え，ザ久 下;えて

'V し 11、、がめる J うて lJ ゐゐ f)~ 3つの巧Jlllて央通し r:~唄伺\;).み、. {:ι Ti r;¥勺 1二。;$;月点ヒ

~{l~，t j:.ギのトリヲウム:震設 l:lHi tんと進、、がみら YLす i T= 2 つの ;~n1J<' -t (J:也の久子?

jえ入オ<..t 系恋愛等!)'IlI1 f:め l:トソケ匂ム議最(:乏がまじる司官ιfまがあるが レベ}レ

切l:(1;可111J)¥ t 1司姪友 Tめ ，). '<1rlらがr，J症というものはみられT，f..'0 -.み1KlJ 20pCi/J H-皮
-r y! ，) 長<iO.O争点 E戸みあ付近の浄水どで(;1.をがみられ 1，fがつれ。 樹1--d) ~ fi]JJ¥分守のト

リ4ーマムj震最 (J家 事宇ヒいご:司 "111<"t例経煮 Tめ，) 稚頻(~よる透、、と、、うも♂もみられ
ながゥ T:• しがし 組織絡めK糸口ふ、'((l~訴とも(:合苅 11¥/7]'J 1)咽らかt:あい j孟11'¥

得ら J1T:.I 
ゑ/

point No. Samp1e pCi/1 Samp1e pCi/1 

l Muromi River(lower) 64.4士6.7 Inubiwa(leaf f.d，*) 48.2士5.5

Muromi River (midd1e) 105.6 t 6.0 工nubiwa(trunkf.d.) 43.11:5.9 

Muromi River(upper) 67.4:t 6.0 Sudaji(leaf f.d.) 56.5主 4.自

Muromi River(upper) 79.5ま 5.9 Sudaji(trunk f.d.) 52.91: 6.0 

Naka River(upper) 43.3主 6.8 Inubiwa(leaf c.**) 175.3土 7.4

Naka River(midd1e) 84.2 t 6.5 Inubiwa(trunk c.) 91.2ま 5.7

Naka River(lower) 49.4主 6.3 Sudaji(leaf c.) 138.4:1:6.自

Tatara River(upper) 82.3:1: 6.3 Sudaji(trunk c.) 117.3主 6.2

Tatara River(midd1e) 53.3士6.0 Water Vapor 72.5主 6.4

10 Tatara River(lower) 13.3:t 5.3 Soi1(surface-7cm) 34.6土 5.6

11 Doi pond(water) 73.1主 5.6 Soil (7-15cm) 62.8:!: 6.1 

11 Doi pond(sediment) 75.6:t 5.1 Soil (15-25cm) 27.6:1:.5.5 

12 Hisayama(water) 62.0" 5.0 

12 Hisayama(sed主ment) 66.2 ~ 6.2 合 f.d.; freeze drying 

13 Sea water(surface) 23.2主 4.9 官官c.; combustion 

13 Sea water (be1ow 4. 2m) 24.2:!: 4.8 
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2S209 犬孔宇の長系 14;要最;~'i定_，五

(九犬fi) 00島到来 、寄島設正

(子Ui-lf菜1究者援協会) 転向iき梢 匂f:;{Q喫

え呼1A.:ð1..射 U.J活経 (J 主 l こ吟r~及 l: .t ，) A系内(:~~リ jとま fl殺操五も Iこらす。 減j操象の付f経主疋

E~好手 i帥@するうえ t 刀1丘主する司」峠体ネ木;状l

/羽級史久衆の 孔』体糸剃4杖丈付J叔丈骨弁前?干f下刊，Jは主1搾安殺 iド:J る減1操集E主やd る「ド:幻 lド:(はz安貯ft外ト久孔ずの叙骨昨閉貯す小1トいい，1止l'は.ま主4移主f捜空i諜窓魚 i 
主初:<J;. ，必兄、j宰子刀がfめt• :の場企 付j手t(q'る殺稚[;1:川Rn， ?SKy， 字1， 't等がめる. 当併託

fて(J乳』糸状祇非H主殺程 l:J る t~~1長重 E 推定ずる T= 〆) 2ふf重の犬丸守 lごfj-f.r.する妖frfほ~
1主誠意 ;~'I;r..惑の珂託 E 打ヮ T 子 T= ， 11l R7!ど PSKr (:つい'(lJすて(:殺与している 1，Z ) 

今回 [J 子える童手(，f，r者捜 tiJる. 'H r ''[の議定 f;~'Iえする方 ;ιl: づい 7 附託 U1 っ(=

のて華民身ずる.

(夫 、喰〕 系列託て (1， "イ l1 オくff，~ h， '"( lJム減jl足jちが矢野そ?の祇穿1従 tb仰ると

芳ぇ :れ内 E河tとし r:. ニ破n.京、手't.11く分 E¥iJ叶j司j去するす 3[.として毛レ fュヲ/

シー flてよる柑集品 L;f安釘 LT= • 
毛しキムケ/シ-1・(パ s) [J /3 X (仇べ L、ノト ;1丈、)E i実l打Lr: . ステンしえ事1-:1及舟

窃 (70 (.41/. X戸tO;柑)l: Jリ吸若d:tfっ[:. パSの:JJ-1. (Jト1S t認め T:吠j告訴 Eすニト}し

ヒ-7 -て J50.C [:仰斜し 車球 lT: IÝz 刀、ス~ SOOmlj，剤師の jえ述 l'3えし広がら吋ヲ 1:， 

卑1lJJ.j主世号制緩農作づ T:• 

1 成迫のi則定 .\ft.主し仁川 Sl ご )\~E吸引し!tlC7 Lごお [1るニ峨Jι炭ffiヒポ妙議皮 E項'1

A L T= • ニ峨n..京券 [J出 Cl'(3J.flトヴ J¥、， 7 lこ採取し Bo.WH )z 若手殺l:ハ7、')ニ 7'・

?ぜユ吸~(家系 [ Bo.CO，ヒL'( ;、足駁-:-li. rて峻 過剰の 80.(0卜J)z l J;量阪f;':;訴えし ム峨hlぽ
券業援を来的 T:， 菜、積叶[:おl/ゐシ採hl煮孝信環 [1 JJ>7p1'河 Tあ勾 fて. 7Khデ[J刀戸 jし7

4 ツシ #/j弘lてよ')，定量 LT:. 

門 S めた T ん)~点 ð [1 6 ~S 

( K~/m') であ，) わ7/!::~丹逸足

，{j " 0/2/(刑/sec)(/6'.21/与問) -(司財l

LT:. MSl=1千する;:..~東A lJ，長

1.0 
o : 実験 1

. : 実験 2

手l:11<.少の吸弟 E殺事7する行 η J 

;'f!..の夫、喰~ 1'1づ T:• '- 0，5 

支駿i: ，Jくザヒユ畷l'Al岸売を l勾

呼[:吸晶子イる。夫、核2: 1J<-分

Eι ソガ 1，しで存下、、{:~女 二ユ鍬

H..茨系{:1 T t "¥及矯フぜる.

ム報~l，質素の威 i金.!dJ採 E 回 1 (: 
示す. /1¥勺I'r.ニ畷Il長系を同

暗号lτ 吸晶子ゼ 7:場少減遇。、手

仁J

。
。 l 

国1 成過'Jln扶

2 3 
Tl 日程 (hrl 

もししまの，)ゆ子 ， 1てがし 3よ L;]: " ， Jつよ示刀1の;3;'め子 しらじ LT"‘おす 11
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〈起リ d及為~の、尚も長く (d- ヲ r: ， 長↑ t:吸舟坊の%子ヒペ高l手f欧主かす。 ゑ1:必ず

.t 1 l: 吠為坊の長~ lJ $ヲ34舎と Ti1) ~及香保紋は?平常ピ Td-- フ T: 。 実綬zZ打，?f:昨日

;孟受1:1oc 利付i豆Jiaいでわヲ{:17'¥ 犬孔干の 1)¥.やi:1;'¥'-=れよ 1)77、、j場念主 fメすめ 1)之

ふ : c1l T:のコ峨II震奔の持L果重l1久乳干のJ)く庁空て変動ずる。 マの(:約 門5の前

lてド 1A 'rイスト十ノ 7・E蚤デ1)く寸の J 考'i)i耳丈 1)常予 だるべくニ鍛jl炭素の羽泊まz.J事

グず，探(:L r:。 トヲリノ 7・の正車道 -0&5'1速J支riどて飲刀、れる 7Jくの受(l;支lじすると史:オつれる

が ふ茨綬rlJ Z 段の前段ドフ、ノ 7・で 90~g5 メの JJ<. IJ]' IJ¥又久子。、わ昨刀、以[:. 夫専ぞれて

おぶ T ι採北東条の成過が足、[=日手でも 出cJl:お(/るがそれ'J0メ(h1)がそ7'lJえ企ド

マ戊為コれている:と1.1¥曜訳?れT:， 門5がら 7J¥.-7]'とユ採jl授柔の回収(J~及第拐を 750"( [: 

卵焼し 景五万京/Ýz 刀、ス~ S-OO?Hi/mi?t;えして灯っ T:。 最久の d皮争 E打 7 T: 坊さ1(ιn~ h_ 1シ

峻At:，長系 71くかどもえ量的[:回収?れる二とがれ刀1マ T:• 
税弟子ゼドボ分 Eユ-$J受Il京悲の団以(J回Z(:かす張童 rrrっT:. オえ4ナ(JZ政のドヲイ

アイストヴザ 7"1.' ム峻Jt'.*奈 [J殺体千ノ J系で:守却し{:Uぎずで回収 LT:。 υぎず [1銅

裂で ?O~!'O 刑esh の乙ソガプ j し E 喜多め 7いる. <{. r1守間回収1女 υすず平の j巴のがス 2呉

差ポニ 7・r排礼枚 7' '7スウ-)し E5多灼 fて i立件デ、/~追走のトラゾ 7・ヘユ峻Al東条五科 1.

ニ峨Ar.皮券 lJN E N Jt.のず有 iブ d ア--(②COz 1: 味収フぜ ;~q定試料どする。 σ刷丈(;f刀V ヲ

ス桜町係以来:j_t灯1.の張i(1ユ娘n:.炭素 IJ¥<:i反収活手投ft. + -:-Ti;'f._， とf，fって通過し

吸収?れる旅lご江、ている . <:i，及咲:券よ夜 /007ft! ~張重 l ご入れ トラソ 7・ f のニ椴Aに長葬~ l 

'{jf: '1 (:抗体 t し 丘刀 1;'¥--孔!i-l_起乙るヒパ Jしfl.昨]'"吸収張蚤へ塁手<. ユ昼夜 jι 長~の
手f.ilJi)県フ T:ら Nzがス E卜7・ソアへ入 M.~\ヮているユ報北東奔 E 吸収森投へすべて導ぴ

〈様1:しr:. <:i，反収量 (J~足時1 藤浪商~ ~支の金量増加よリ水約 7: . 加 II回収し f:点ω，n1 (て

すしi乙シン干し戸?- /，Omf ~加え刺定 義↑ 茨続~，S 一一一

試料 rL T: • ;項目l定(ト、すれも制シレ一一ーしま終止」-丞一段じ

ン干し-:. 3 パ ケシ 1-r utう e 段重笠Jの長 ?ωI f$_ I 26ρ 一

本;t(L~トf也 T 久子l i採取し T:け Sl_ 減益 i未叡 1 Iー/ X /0 y. I 0 a x 10. 

又稜i"活列して崎ち

帰 1) 処J'fで:-h引fJ
E均し 1じる。 河主体

Pressure 9口uge

:. ，，;;' (_ -三ョシヴウ

N2 a
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: ? -(:よる:則え~1午

問題乞詩も舎のて穀

fSずる.

trop 
trロロ N2 

lnlet 

国 Z ニ峨JL炭粂と lJ¥.すの回似支 Zi

1 ) 語μ回叙閉JLぎさrt~箭右寄右泉 P 162， P?b2 (ノ9d'O)

z) 足1zs回;Jけ:札、lA:"r扮，会主古来 P 700 (19Pi) 
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28210 大気中の 8Skr及びβ3Xeの現11足

(九大理)品島長正、中村ス考 (九大工)0岡井EL雄
(九11')環境管理協令)告后畠典，松岡1言明

我々はえ体献射性核種1:よ鴇載与を調〈も目的で.日訴ロ件以来大気すの扶射性

ケリヲトン w現1]えまの周え及び‘開発lt-6NiJ走法主用t、て落度月11えを行ヲてド()，昨年の本
討論Aといおい T昭和~b ヰ現在の大気中のli'sk r法度(-:t20-22pCtふれ机ム与こヒを報告し t~
1) 今回lゴ半減期が短かくて原子力柁設からの扶血量(:1'鈴krほどラくはないド、スリー

マイル為での事故のような渇%(-;:11大量lて環境中(:放血きれτ、局戸所有的TなぶβZ環蒙場境t汚李の問建

之なL扶射位寺セ/ンドついτ捕1寒主，令報，検お法の周えをいj行守、、)，九大:楊揖内やそ φ川』他也の地
域lド=ιけ与大気℃中トの 8s")<. r庄ひが抗リ引哨/β胤d必3吠X巴の7墳R則!民えを行勺 t:之伊で

(美験〕

キセノンの補寡¥1.7 1 )プトンの場令ヒ同ヰ季ド来4ネ窒素て冷却Li~浩性炭 100 1- f~業主
であゥfτ. キセ/ンの捕等、効'~I :r ，キセノンの久気中存在比ポ 0・086ppれヒ川tいれ

め， 7リプトンの捕、jE勃キをギめ1-:.ょう 1::大気 SOO;_~ '0，及51l '造性炭(::捕IIi~ キセ/
〉の霊~' t.，"$十草寸 Lす去で l:r正雄な値主主めもこ E がでう tj いので~文(::~べ与す法で行
っt:. l-rn!のがスオ、Jレ'/-1工大気too.! tキセノン力ゃス S-m..R.-~入れ，このう昆令まし体主
著置で捕l，分離tiτ後，接伝達与度才矢島慕(::持続1↑亡しコ -j"-1: 7ロマトプ、ラム主蓄わ

せ，キセノンのヒ。-'7面積、から〉丈の2くで言十lLt:: . 
x /oo(仏)

A ( / + 0.0手J/ S) 

こごてでγ、ゆ'， AI付ゴ守セ/ンカガゆス εmι も智熟~1伝云導度検忠嘉lい::)流友 l てヰ事{グ的ヲ↑t: ピ一 7 面積， BI口才よ

(ド之よ述主べ.イfト亡す/'法主τ

キセ/ンヒ叫イ他也の2託¥.1体キのAな?離1何1，力ラムのえ場有IJt l 1.用い Tい与モレキュラシーずや治
性炭lて対寸与キセ/ンのロ及着能力号71)プトンより久与 L、ので、 7りつ。トンの場令よりも為

L、過度で、行う¢宰があゥ t:。 力ラムをーωもの

エチレンゲ、リコー jレ込lてつ¥1て，酸来， 7)レプン a

ii号、 J 7リプトン a メタンを 1唄立な離l1::1主，ェ
Jトレンゲ 1) コ→レ~ '10.じの7]<..¥ ::支え oこヒ!てよ

フ T キセノン t~ト離寸 L こ Z がで何τ 。(図 l
射互) シンチレ-7へのキセ jンの奉納コ ト

ルエン lτ 対すらキセ/ンの港耕三f~"'7 リプトンよ
りも約仏倍大ポ いので， 7リプトンヒ同ドすよ去で
行うことウマτ寸T亡。
(結栗〕
大気 $oo1_~捕、集し，お }<rl主ひ、、β3X eをよ男氏

l iて結果を来 I.表21て示す. 誤差11土2.0-の

れかしまよ L主さ、なかむら3みいJ，Z4かいヒみh
l ~ ¥ぺなtょす¥1，まっ:h~'のぷ~~
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値であι。 丸叶大寺構内T溜キロ

.56 等 l 月やらf]g{ロ~7ヰ S 円まで場']
支l↑τ結束力、 L， ， ~S 1< r濃度1111

んのいずい上署Llい与ヒいう傾

向が、見られれが，頭毛な今節妻:勅

f:t見られないづ 17.・ 4左噴母ミの-t:
通乾電片岡辺の法度lコ，九犬構内
ヒ同じで、恥ヲ;:.O' 

表乏に~い l ，守主豹性向位元義
i /JdX e tけての I:t.恵子力栓言及

力、し執主ざい現在大気中lて存在 L
Tいもz習いい弘知量11，半崎、期

tjき/量lt~鴻合、 l.3dX 巴のみと考
えられも -1)'L， で、あ与. 三日IJえ値iゴ

表4ネレン十レーシヲン力ウシ J-
ーで言十理III1:.1直て、 )Iぐヴ 77、、ラウン
ド(/0. /土0.31Cf1りさ令ん↑~1邑
であb. 現在，猿置の前段主改

造L，久気 Sooo~ を捕隼Lて1ぐ

、ソ 7 ゲラ~ンドしペ J\; の /d3X eを

う買tjえ[てら'))ごの給栗iてつい T

!持論会で

1) 字2.t回教制時討論会害届

集
P之00 (/ア'8/ ) 

8S 
Toble 1 Concentrotlon of O"Kr In the Atmosohere 
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Kr ( pCI m' ) 
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133 Tab!e 2 Activity of 'JJXe !n the Atmosphere 
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2S211 木材等if<貨物。、らの心昨年札制定回ベシぜング1銅製と測定

(金:f{久t字 LLRL)厳よ正信JO~ìlIi栄

当施設ず繭管、すシゴ.や買化るなど茨駿塩lご7~)τ1a- ll/fJL国チム他レたモペンゼυ浪
シン争代‘別定迭を.~らに木材孝決貨物に遁嗣可るための研究を行[，)¥ごれJワ待4f(た
隼代測定結呆ε2hえて報皆する。なお、綿製ベシ芭ンの少々 t1場合のマイクロパイ了/し(
全容5陶， )の迭問、おJZ:LSCのB々 の倉敷こっιlて紹介する。
1 )~貨物QJ1tJt. C01~高泉:試斜をあ与がじめ 350ど前後す空気のえ九を'ð~.十分表

Jζδ官たのち.防g.lに示ず菱重てず)J.， I.J ゲ~.悲し k雌柔気流中約500t で滞灘レた。手
安全勝瀦にJるー厳イじ炭素I'J、結成11どj司見守lこ加受容レT織化銅方ラムを通して鍛ィμ 、Sえ
てきた長俸を続駿齢世K門，.0.洛5Iiて:先君レた後CO.2を舗集ずる。ごのE菜、傍若のJうlごCO.l
を7こ必ニアぞ板収レCoC12.t: ."tり淀綬温ヒレ、再tÄ CQ之をお'1. ~ttるので'13採俸が通m
Qので、 fiig.1 (こ糾Jうに齢j厳索の或イどを防5つつ(波4示室案内~C3H?OH ~ H.!lJR.. 
/1itJ t冷却)、 (0.1.をドライアイズピ Lτ遁捗踊息するごととレ化。冷却用の戒体室柔
Il500MI前後ず10時向以占禰給むiJe連綬使用できる。ごのij去す.鋲黍自身作事者修中のコ
ふタ三を除き、又訴斜からペンゼンを調製する没シン迭で1;;1、イオゥ.a.物多不純物の影
響l1廷の遇謹申に除けると*えた(グズクロゼ梗討)0 CO.2舗余儀11，従来のベツゼン合成
要量ι樺鋭、 T4Tlellこ示ぜ過認で‘ベンゼンを鋼製レたa

Zの，~費f/l/lが滞[..C02捕泉{乞Jる C→(，0.2 (/)収争11、す7H1i~!J住皮I=J る 211にづj，lて
85'.4%， 82.6% iめ?(-:'0 _.般の試料で同コ*t.I1) みかげの収~'fJ箔ちるが、ぞれ1'3炭化
忽理不十分の試料量を基準乙する色めと思われる。 COl →心地内収~('J加熱温度を加減レ
τLi (/)議拡を fsìj( ヱヒ.$-で、 E提(i. r~常に qO~以ょである。 C:，.H~ →CbH6 ざ11勉械の胡製ピ治
略ィω\(向題Z‘あ 1) 、 ~..y!. ~O.r左噸j益レ丘 1)[，三ナを1..1ったん前記電気炉中4-00セjt(に厳
素気流申て"~a終レ、つ 01之j毒~ライシ申で 300ゼ和523色控化レてLlる。 jí素中tJo!.8l!1理を
婚すピ (2Hzの嶋崎滋度11早まるIt、その後初虞密泊住ま1>.1 リ~どレ畠ざるじ、かんフて
収率Õ\~~喜多-k点I:;ì意‘し芯げれli沿 6 1;J tJ "2 とを認め作。

:';;-ーーーー・ーーーーーーーーーーーーー

' ‘、
f. ¥ neadle-like白 。:

‘ 信望恕寓-積出W硝- トーー」
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Yield~/o) Time(hr) 

c---.--J2 co 60-90 3-5 1 11.. s4OO-SOO・C'<-V2

i' 1 CaCOJーJ:!Q_OλA一一→ CO2 97 -99 1.5 

II 12C02+ 10Li耳石~ Li2C2 + 4Li20 1.5 -2.0 

83向 97ド一一一一一ーーー

m I Li2C2
サ 2H20一一一一一→ C2H2 + 2LiOH 1.5勾 2.0

VGC nG tdGlluvm st 
71 -91 24陶 35N 13C2H2αz ‘C6H6 

Overat! -
66-90 3 day 

Tabte 1 
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n)各極安貨物封詞m測定結果:fIig.2にその主1Joのを示L以下/lf.e/1ずる。
i)金沢市の歩道整備工葬現場沙ι姥更されf二辰巳用水角形木多を、鍛問理のみZ涜'/1l~
280:!37y8.F.乏俳D fJ.11，斜路業式(C:&H.rOH3設シ万五)"おは(C1.Hzt!，z:!)にJ
るクロスチェックo，当初般の材、を支持した。
;i>.綿戸il¥O- ト7イランド地下22.40mず採収3れtdpト定、 1)レIJ'Ji!J.理による第1お
よび第2 可落戚妙、ヴ ~/:R=落成分ピに分げ測定した@それぞれの4ε卑代fl 、 I互240t250"
15，500主330"J5，300tJ.rOど1)ク1.13h ~ 11 t:ltJ' ，た。
bi) 181É~定結4較差枕本の測~t'la ， @/:示ずように駿忽理レが，~フないと意:9トピ他Lltt放射
能ピQり、き t;lご7JL方ク .j鈍1理き行うど高〈めたがおお矛想ょっ~I.t~)o 310j，枕永
の腐食防止に用μられるコーIL'1-Jレ箸deAJCtlrbTI1 (/) 1i:去が不十分のためピ思われる。
ー般128建費試制1:'対する ÎJレ方リ勉理ほ、ニ;~6ヲ[::.付加した脅礎物帰丞のために行約制

るが‘ jj)のように地中がむり来μ場合や前}戸if¥すJうI;J倒るある。すおわら託料に対司る
前処理13、樹尽の書劇のお所ゃ愛1::応‘β遁切に邸慮‘しむ11i;trtひらむいこヒがオ11Pふ
l百)昨拝の夏、笹山余f7::経lぎれた埋没林(~度客向2参照)ふ金沢氏地学教室仰納究
ζ協力して総ヲした。材料につ 1)(1峨処理しか施均~\フたが、 f考;;Í(.ft(slJ t易t}'I)1らみ
τl手i終当(/-J.6穿、tT待られた・
m)景"定条件m様j;:20".1 J¥イ1JL.， 8~ PBOのト lL工ど各却を1::よる当指誌のをべ、ふeン・

;ftシン;A1:十分な精~て、身代主.Jlえするために (';1 、 3~ 桂Jlベン{Ì'ンを銅慰するのがぎ2
レレlが‘鋲料ぷ少む<"レ (J¥銅製できなt)¥フた場合、シンサレーター来線を約lqlll/加える
2ビになるが、ぺZイクロバイ11L.(金容S"，I) fJ t; 41111ず着で。そごて当地認でbその通
用を撚すし丘(11;1・3)0 国中ιバイ了Jしの様予b示したが、 Zの剥患で附.2.4-0c.pm.検
出紳tl1"'2，仰 l定ず脱線材、物阿倍を磁の20酬IJ¥イ7ル若l定ヒ比較する
ヒがわ τJ~I :z.ピがわがり、今後'Il原の刻定おどずさらに~，討する Zとにした。
以.t l二加え、当研~漉街宣嗣の殺体シン十レーション刀ウンタ ( AI()kt~ LSζーL81201'll1

1¥イ71レ穿用改揖型)ずの別定チグンネJレの設定乙Aをの13q変動の#<7t:Jttごつ/，/，、当
日経表予定てある。

cp円VgCs~

電.‘，.，A
 

4
 

6
 

1

Y

.

a

i

 
&
 

TEi&.白'l・1
4-AD

q
'
F
O
 

一1: ! I 

I r---.-1 トー20mlvial 
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Fig.2 
Fig.3 
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2S212 :者喋抽出j去による海底上中放射性コパ ILトの分析

(日本分祈セ) 0森本陰夫主持隆彦 佐藤兼章 戎東日3ニス

し緒言)

放射性コ It'1["トは辱、手力地誌等台、 5!~~ :tされる祇射性核種のう 3最も刊麦的な指棟核種

Tあリ、ー鮫 l~ It ず I~ マニウ久平準体枚岩器等主用 l) る機器労相 Jれて今〈行われ 1 l 1 ~。
l ケ L 、 1~1宣言可科ずはりわゅうフオ- 1[..アウト lζ基づ、〈存伝名国主考え iオ1、11¥~ -;.' I~ ま

て、の)J祈ヵ決零 Xさ永て l1る。 E芝生宣言株十特 l:'海l事止中のコ J(' )しトー 60の放射化学芳村 l二

It 主'L ll1 オシ交換万艶一色パ、ッフゲランドカウンター!~よる測定~~、行われて ¥)る。 し

かしイオ L交換'7)鞄法 l1カラムのコ L デi:..ヨ二ングャ流速の言問をなピ骨折操作 l~ 時聞
を宇す 3ごと，またコパ、nトのi者離時1:'長田ピの!主主τ‘コバILト在取リ出さねば‘九i惚こに

九ピ煩雑ずあ 5。そこで‘イきる丘、 Ij短 u時間 .. ( lかそ安全 lζf史聞できるす髄3まず零望さ

オt1 ¥) ~.報ぺ1;1:.海産生物中の放射性コパ、 IL.トの返還付Iポr~去't l l' I ..ニトロソー 2・ナ

フトー Il芳純ー荻体::.--'チ Lーションカウシター測定法!こつ""1、既 l二報告リlたず¥今日

はこの方法主海広.1..討科にた問 L、液体シ L十 Lーとヨシカ勺::_， '9 - 1." 3~1 えf で 3 主う f.r，
コJ¥'J~ トの分敵方法 1;: っ、、て枚討 l たのず報告す'3 0
(苛祈方法〕

力祈方法の2問lf~図 1 l\. 示す。説科 l主砕き足旦 I~ f干

り臥リ、電主がで 65"OO( '1時間加黙 l有微物のう?解

1行った，海底止の 8N塩酸抽出波lこ11今量のま削T

存在するため、 1007.T B P !ζ 主ラてこれを抽血際色

lた。水相の酸濃度 1訊堂後 10χnoA句ベニゼシ

イコバルト主抽品 L、0.1N t~教でi主抽畠 t 1Jヲたe

コバ、 jしトの I..ニトロソ..2 .. I 1トー Ilt錆体芝生

~~t!.ペシt:'シイ抽出 l 犬。 このベシぜシ本自の洗浄

のために、塩駿， 71，酸化ナトフウム溶液，水酸化ナ

トリウムー塩酸ヒ rq f :_. J[， r ì シ:害致1 1'1員 l~ 使用
lにぺ Lゼ汁自主薬若手乾田 L残造主 i邑塩素酸℃哨，

j毎，%i言式、科(/003乾主)ι

I ~四"'c 7時間加票
制塩酸吋拙(ユ回)

T BPfd:J忠

有待相 次 l器
12N塩酸 ! 

有機砲水相

寸10M古品(2回)

有石川自
政τ、う?得後、.)7， T~O 八ー ト}l"L ::.， 1コ1¥'I¥..トを抽品 ! 

国車(ユ回J

Jl， 木目L氏。之の有機砲を J\~イア J l，. 1ζ移l P 0 P， DMP 有機ヰ目

。pop-ト jし工ン在加え j在イキシ Lチ L-:...ヨレカうン

ターで放鼎能主 ;~1宅 l t::.. 0 

(結果と考察)

|、海底土計科の加黙処理

コJ¥"Iしト手白出

成体1LLチL-三ヨシ
力ウニヲーで3員1え

海底i. l~ ~まれる有機物のため酸抽おやイL学万鶴 メ

!~影響するこ之があにこの有徴物色村れる方法図 I 11祈方法の干既芋

tリtてたかお.t;うけたか V二・ごヒうつ、ねあき・ lf人工、う lι うど
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てL1海底上主加黙す 5;: '(.があ ~o ，一一一一 ・ I I I 

l引、主:豆イ同製すれコバルトが 100 ~-"""o___ ・一一・---.・+1
3軍散す 3こ℃ザ考え』れる。そこで海 l 、。¥、 i 
底.i.~ 2ル 100

0
(. 5"-7時間加熱後 J 言 I . 0 ___  心、 i 

塩 酸f抽出 LコJ¥'ルト σ抽出量の変化孟 I 1 曹 司O¥O
を詞ぐた。マo氏まではコ 1'¥')レトの抽品単 50~ 10 Ji接拍車苛書皇

室 l二久きな交イじはなく、 800~?OO.(. -(白

II減少 i氏9 このこてか S6!iO.Cて加

熱処fi左行うこt.lζl "0 
2. トニートロソー 2 ・ナ 7トール

コIf，レト抽出における鉄の影響

海底上の塩酸抽出来1二¥1等量の鉄が

存在寸にこの塩酸抽お浪4V、直接

0 
10 

• T6P:fl由出fi
抽出苛離

100 

欽の治110量(m，)

1000 

-コバルト左 1・ニトロ ')-2-t7ト

- I~錯体で抽出分離す 3 方法主検討す 図 2 卜ニトロソ・2・ナアトール_.... .. 

るために 鉄が失制 3喝合のコパ‘'L， コバルト袖畠 l~ お It3鉄バ~T
ト回収宇の支払左詞ぺた。結果E図之 コバルト 30"

に示す。コパ、 lレト 30N，鉄 10-1000制Jが失存する℃回収宇は /00-6協ますift下する。 ζ れ

ti鉄が、今董に -tr孔するためコバ、J!-トのトニトロソーユー 17トー lし錆俸の生成左妨害し

ている℃足、われる。をこ τ、鉄S:.lOO/. T 13 Fで抽畠除去後J コJ¥I!-トtI -ニトロ')-2. -

ナフト-，し錯停で抽畠(回吹宇主革めた。欽が50-100旬失存 l1tli.lf/仰 χの回収幸左官に

3、化学収宇

T B p:抽忠 fえの T"OA 抽忠晴のコ J\、}~ト回吠辛 11.玖 IN 塩酸イユ回i笠抽出することに主っ

てほ 11"100%-(あった。 T13 P抽出 ，TlD A柚弘主連じてのコバルトの回以李主ギめるため

に、鉄 Id コI¥')!.-~ SO用主宮i;S N塩哉容3tiS"OOm}.~調世代。これ ζ リ 5"0相I 左丹買え l T s 
P抽出筑コ ri.')~ト主 I -二トロソーユ，ナフトー11..吠3E7t度法イえ差し、また張る仰吋を

T B P抽出 TAoA抽血後コ I¥'1L.ト左え董 lた。両者之をほぼ/00%て清之τ、きるものであ

勺 Tしこのこ'(_1)' 5海底 i の塩酸抽出浪左ーさFη取 LT B P抽血後安定コ 1¥"}I，.ト左え董 L、

また宅の窺リの塩較抽出成主丁 目P抽出，なOA抽血後安定コパ、/レト左足量ずさ吉ため、

これ 3 のえ萱f.øずよこの 71鞄操作にお~ It !> lJX..辛をポめ否こて庁可能である。

4ト.海l主主中コパ、 I!-トー 60のえ董

J陵討 Lt:::.句祈J去に徒ヲ七毎J主主の処王室主行っ代 その l別、乙 lてJ尼黄海l主主計科約 (00~ 
主持 Y 取リ，労.f~ lた結果!.t11士2.4pC作z絞上であヲ氏。イオ〉交換力純一偽パ、ッ 7ヴ、ラシ

ドカウシヲーでj問え t'K結果¥i 7.~! 1.'tlYK}乾えで添った。前者が、ヤや為 u値であ 3ゲ潤主主

誤差 1 考~ ~?工両者 l l. ij 11"- 教 l て、 1 ると考え 3 れる.本苛場f の所事可制 l工軒科の~&~良
抽出 1~5，副えま f 鈎 S El -(あゥた。

。佐後兼手 lます， R叫ん150刊行E.， 28S(I'in) LSC Ls t. DiC 内¥;¥:*え

β守 ?ιf""
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2S213 1毎水守今ヨウ麦勺 1主量

放芭Z寺 c宇野茂樹 ふ新年

続言 放射性ヨク表ばi毎土中では海)k今酸イじ患号電1主ノ成のゆ生拘l古島今影響4受1)T 

工一合よぴ工Orイオンピ 1 (.存在す 3季ポか 5れマ巧リ、ま也事定ョクヲ転手工-~.j.グ
工OJ- -1オレウ骨ぎてu海水中に革手i釘葉集マー存在す s季が知 5れT 凶る。ヨウ表停止用t2<: 

フて l吟j夏支ミイ事?布リ、そ今主拘枠内 κ巧lナ主'rI(;謝丞友ゆズき(_， ~老コ吉 長寺今ゥ々 で工ラ

砂4:~す・短寺命今研工 12 フ円マ香港1主主 3却を経由す S 放射性ヨク素勺 λl卒、 Iz 対す j放射税
務局暴事才走すきゅ学が有色引退産主拘 .j寺比庖電車 (zl ~ ~女釘ti ヨク素ぅ 1定締は工一ピ
工。'1- ，淘比寿し叫差があリ}同時位共.sすき守定ヲク業勺対たする伯l予すjゥi喜寝泊r放射
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鳴っサ手 5ず菜存す占-J:.lJt._ヲ!if定ヨヲ業 1"2つ円 7V，$-打イぬ制j今!版事実:0~時ろーあ
るが，佐まヲ定量憶は媛雑 7-あリ海)J.どナゥ安定ヨウ素勺濃度 Z 挙~ぞ Z タリシプすき才法
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筋易 3!k盛 l-z定をす主君怯客用語すヘ鍋く実数亨続け 7づま克ホ)司佐保存f~劫宰事剥)弔すま f客蝶
お ztf;まI-z.よ?設叫結果F 得>t}t区今?務官す主。

!宴験方法，工- t.工()J- イオシ主分Xj定量すま位は ω ず似乃、一才乞~果的尼7J.Jr;す 3化

学夜九毛足フけれ V孟叫つで為告が ニ今目的 I"Z. ~O)有?寺をうな犯管長九 /2 フ叫(~安詩草
加九五結来 6..<2ナづオン("2よ~ 1-イオンヲ工z ヘヲ面2イじE応か有拐であき手百七 b リ

、エゥ Tihr主庇レ良工z 宅介 lレ工ンtz.J/E~定量す主事がす能 Y なフ --r:7_ o 工ーイオン毛酸
化すき 7ikl手::-;e式・ 7示す小昔、すなわち.

zαf十寸!;-工- f--コ .:2Cu工寸 Tz
エゥ良あγα2"1- ~全 Cuナヲずテ〉 5ヤ lレ市 工zロ工ーゥ与制よ，)体的 1-z.t Jr;j sず右側厄
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T a b 1 e l 

E1ement 工sotope Decay Ha1f X-ray Energy 工rr. Sensitivity Distance 
Mode Life 工-ray (kev) Time ( cps/)lg:!;error毛) (mm) 

Ag 
108

Ag 日C 2.41m PdKA 21. 2 30s 7.53(+6.2) 30 

Co 
60m

co 工T 10. 48m ~~~~) 6.9 30s 24.2(+0.50) 50 
CoKB 7.7 

Cs 
134m

cs 工T 2.89hr CsKA 31. 0 2m 1.51(+1.0) 30 

Dy 
165m

Dy 工T 1.26m DyKA 46.0 30s 757(+0.80) 30 

Eu 152m【J>U EC 9.30hr SmKA 40.1 30s 9.48(+0.57) 50 

工 128工 EC 25.0m TeKA 27.5 305 0.576(+1.7) 50 

Sb 
122m

Sb 工T 4.20m SbKA 26.4 2m 1.83(+0.97) 50 

Th 
233

Th B 22.4m r 86.6 2m 工3.8(+2.6) 10 

U 
239

U B 23.54m r 74.7 2m 63.7(+0.68) 30 

T a b 1 e 2 

Au 
198

AU B 2.70d HgKA1 70.8 5hr 106(+3.4) 10 

Ba 131-回a EC 11.70d CsKA 31. 0 5hr 0.462(+1.6) 10 
(131 

Cs EC 11.70d XeKA 29.8 

Eu 
152

Eu EC 12.4yr SmKA 40.1 5hr 12.4(+0.51) 30 

Se 
75

se EC 120. Od AS~~) 10.5 5hr 0.972(+1.工) 10 
KB 11. 7 

Sr 
85

sr EC 65.2d RbKA 13.4 5hr 0.0120(+6.1) 10 

Tb 
160

Tb B 72.3d DyKA 46.0 5hr 5.30(+0.95) 30 

Te 
工21m

Te 工T 150.0d TeKA 27.5 5hr 0.180(+0.52) 10 

Th 
233pa B 27.0d UKAl 98.4 5hr 5.82(+1.0) 10 

U 
239

Np B 2.35d PuKA1 103.8 5hr 82.3(+1.1) 20 

r 106.1 工02(+0.91)

Zn 
65

zn EC 244.0d CuKA 8.0 5hr 0.165(+1.0) 10 
KB 8.9 

工) S.HABIB，M.J.MINSK工 J.Radioana1.Chem. 62 ( 1-2 ) 307 (1981) 

iまん立寸る申乏 可~.ミし 4 うご かう、、し zうじ
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(ま大風子t/) 。休校樹 y A、山佐久

F予
殺現挟封負t苦手放及胎生成物そのイ也で.~犠の刻官L走行 H是. )"後初場4主主震なワ.

荷竜粒子の刻え1...li ヱ 3子 lJ... ギー刻克の分解能11'"弘 ~l<> 0{線勾;jlj定i之 11.私企めて三3. キ
毒体放出~~寸争当 Surfl).c~ ß~t十ier Si licD1t. あ五 ¥1 11: pt拠 G-e刷阿例追い主くトJ'1¥1.

") 111M
• 吃のエネJレギー省解能l色-{士吋ぜり-I!; ke V (Q;す5:付阿喧YJ柱寸おも。

脅えヲ-t.崎にア IL77ース~クト lv~)免i之 l弘ピーヲの 4何1h'"不可能なニ急・三 t ・・・ 99 生め
ピーク，....与くあig にかか~. l(うりづ売量なったピークの解析ち本'i.tて， 之札までJ-1.

主、ιLぺ3少量ずウス銅欽1-:.与も:J-i骨f勺に主ヲ〈ピークの JJS錐走行ヴ-t_tべ叶る.
吃の唆吊、JJ‘4't~苛 3色 l弘.非埠野3最小之奔走Ij_}争議~. -;t， ~ J¥ラメーターの初制値判、

微イ象叡色長lt>1 teru.ti叫のち本刊はす3まで封3与を行う乞 ¥1 7 f-..~~埠 l之計審 1-:.崎同州、
かリ.場をにしぺ比Ifラメ F ターか79くなリ託銀l-tl'Iう℃、Fう毒主主く匙こリうに

こ之1:"t1.. 之うリヲイと ite同tj..1¥. 1立与もちゑ"i'lj: .Jj:，く.繰苦手化令;Kた差何苛緯~~役、1.
r 義的にずりえ倒場えの安維ま行者う乙すもをので争BJ13

主込
戸線l之・11l'}9章ピーク古今ャシキIレ1のrウス舗数句炉

Y{X)=;kexpf平こ] (1) 

で朱わすに P以)ヰ

y(x+n) + ~ (_l)kαksk.y叶 k) = 0 (2) 

で表れセ点王室伺ち紘言えを靖氏すも。 之之で ~kJ ~k. I~ 

ム
2

σ

m

h
一
戸
し
?

?
L

叫

でお~o
Z 之1:' N k 99盆ピーク場域のデーヲオfイント叡 J YιtχK今ャン主 Iレ1-:.色・ It主

拘ウント数℃する三.1".ウス闘軟の Jfラメーヲー AkJ Pk 1念;史zてを轟A、 l~すも'L"う朱
件1."決定令11~ 0 すなわす

む円+n+ 泣-l)kaksk叫 2zmin (5) 

l主ぞt L lfき p こやまもっお
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